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私 たちの郷土熊谷 には、原始 ・古代 の集落や古墳等の埋蔵文化財が、数多 く分

布 しています。

こうした埋蔵文化財 は、郷土の発展やその過程 を物語 る証 しである とともに、私

たち子孫 の繁栄 の指標 ともなる先人の貴重 な足跡 であ ります。私 たちは、 こうし

た文化遺産 を継承 し、次代 に伝 え、 さらに豊かな熊谷市形成の礎 としていかなけ

ればな らない と考 えてお ります。

熊谷市では、2004年 に本市 を秋季 メイ ン会場 として開催 され る第59回 国民体育

大会 に向けて 「日本一簡素で心の こもった国体」 を合言葉 に、その開催 に向けて

諸準備 に取 り組 んでお ります。その一環 として市道30394号 線 の道路改良事業 を実

施す ることとな りました。事業地 内及 びその周辺には、原始 ・古代か ら中世 に至

る広大 な遺跡が確認 されてお り、遺跡 の重要性 に鑑みて関係部局 と保存 に向けて

協議 を行 ってまい りま した。 しか し事業上やむ を得ず計画等 の変更ができないた

め、工事に より破壊 を受 ける箇所 については、記録保存の方策 を講ず ることとな

りました。

本書は、平成13年 度 に実施 された発掘調査の成果 をま とめたものです。

今 同報告いた します北島遺跡 は、広大であ り、多時期 かつ多種の埋蔵文化財が

存在す る遺跡 であ り、過去数 回にわたって発掘調査 が実施 され た遺跡です。その

うち北端部 に位置す る埋蔵文化財発掘調査の成果であ り、古墳時代か ら平安時代

にかけての集落跡 が検 出 され、 当地域 にお ける集落の変遷 を考 える上で貴重 な資

料 を得 ることができました。

本書 が埋蔵文化財保護、学術研究の基礎資料 としてまた埋蔵文化財 の普及 ・啓

発の資料 として広 く活用 され ることとなれば幸いです。

最後 にな りましたが、発掘調査及び報告書刊行 に至るまで、 ご理解、 ご協力 を

賜 りました地元関係者 には厚 くお礼 申し上げます。

平成14年9月

熊 谷 市 教 育 委 員 会

教育長 飯 塚 誠 一郎
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本 書は、埼玉県熊谷 市大字上川上字西北島833番 地他 に所在す る北島遺跡(埼 玉県遺跡番号59-058)

の発掘調査報告書 である。

発掘調査 は、市道30394号 線改 良工事 に伴 う事前記録保存の ための調査 であ り、熊谷市教育委員会が

実施 した。

本事業の組織 は、第1章3の とお りである。

発掘調査 の期間 は平成14年1月7日 か ら同年3月29日 までである。

整理 ・報告書作成期 間は平成14年4月15日 か ら同年9.月30日 までであ る。

発掘 調査 の担当は、熊谷市教育委員会吉野 健 ・寺社下 博が行 い、本書 の執筆 ・編集 は寺社 下が行 っ

た。

写真撮影 は、発掘調査 ・遺物共 に寺社 下が行 った。

本 書 にかか る資料 は、熊谷市教育委員会 が保管 してい る。



凡 例

1調 査範囲 が東西 に長 く、 しか も分断 され たため、東か ら1～ ㎎ の調査 区を設定 した。

2各 遺構 の番号 は、調査区で括 らず、東か ら西への連番 とした。

3遺 構挿 図の縮尺 は、原則 として次の とお りである。

遺構配置 図1/200住 居跡 ・竪穴 ・土坑 ・井戸 ・畠1/60溝1/80

4土 層 断面 図中の表記 記号 は、次の とお りである。

P・ 土器 、S・ 川原石

5遺 構 ・遺 物挿 図中のスク リー ン トー ン等は、原則 として次の内容を示す。

地 山='勿 炭化物=講1!焼 土 講1慧1

噴 砂 ・ 紬 一 難

6遺 構平面図 中の遺物番号 は、遺物挿図 中の遺物番号 に…致す る。

7遺 構挿図 中の レベル基準点 は、各挿 図中で統一 した。なお、統 一できなか った遺構 について は、各 々

示 した。

8遺 構覆土及 び遺物の色調 は、「新版標準土色帖」(農 林水産省農林水産技術 会議 事務局監修 ・1998年

版)に 照 らし、最 も近似 した色相 を表示 した。

9遺 物実測 図の縮尺 は、1/4を 基本 とし、土錘 ・馬歯等 は1/2と した。

10遺 物実測 図中、 口縁 の表現 は、波状 を呈す るもの以外全 て直線 で模試化 した。また、 径の実測 でき

なかった場合(残 存率1/2以 下の もの)に ついては、中心線 との接点 を空 白化 して表示 した。

11遺 物 実測 図中の断面の表現は、還 元焔焼成 のもの は黒塗 り、それ以外の ものは白抜 きで表示 した。

12遺 物観察表 中の単位は、全 てcmを 示す。なお実測 できず推定復元 した場合 には、推定値 として()

で括 って表示 した。

13遺 物観 察表中の胎 土は、 肉眼で観 察で きる次 のよ うな包含物 質について、多い順 に数字 で示 した。

① 白色粒 子 ② 黒色粒子 ③赤色粒 子 ④片岩粒子 ⑤ 白色針状物質 ⑥礫

14遺 物観 察表 中の焼成 は、次 のよ うに3段 階に区分 して、該当す る項 目を数字で示 した。

①良好(良 く焼 きしまってい る)② 普通 ③不 良(脆 く、崩 れやす い)
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1 発掘調査の概要

1調 査に至る経過

平成16年 に開催が予定 され ている第59回 国民体育大会に向けて、熊谷 市では平成9年 以来、その諸準

備 に積極 的に取 り組 んでお り、会場及 び周辺 の道路整備 も着々 と進行 してい る。

こ うした 中、平成13年4,月20日 付 け熊道路発第94号 をもって、熊谷 市長 か ら熊谷市教育委 員会教育

長 あて に、熊谷市今井、上川 上及 び上 中条 にかか る市道30394号 線道路改 良事業 に伴 う埋蔵 文化財 の所

在及び取扱い について協議 があった。本道 は、 国体主会場へのアクセス道であ り、現道の拡幅及 びU字

溝 の敷設が計画 され たものであった。

これ に対 し熊谷市教育委 員会で は、事業 予定地 内が周知 の遺跡(北 島遺跡 、Nα59-058)で あるため、

現状保存す るか、または埋蔵文化財 に影響 を及 ぼ さない方法での開発 が望 ましい こと、やむ を得ず埋蔵

文化財 に影響 を及ぼす場合 は、事前 に記録保存 のための発 掘調査 を実施す ること、また発掘調査の実施

につい ては教育委員会に協議す る旨を、同5月28日 付 け熊教社発 第150号 をもって回答 した。

その後、保 存 について協議 を重ねたが、工事計画 に緊急性があ り、 また変更 も不可能 であるとの結論

がだ され たため、記録 保存 の措置 を構ず ること となった。文化財保護法第57条 の3第1項 の規定 に基づ

く埋蔵文化財 発掘の通知 は、熊谷市長 よ り平成13年11月14日 付けで提 出 された。

発掘調査 は、平成14年1月7日 か ら熊谷市教育委員会 によって実施 され た。発掘調査 に関わ る熊谷市

教育委員会の通知 は、平成14年1月16日 付 け熊教社発 第761号 をもって提 出された。

2発 掘調査 ・報告書作成の経過

(1)発 掘調査

北島遺跡 の発掘調査 は、2002(平 成14)年1.月7日 に開始 した。

調査面積は、遺跡総面積715,000㎡ の うち、道路拡幅部及 びU字 溝敷設部分1,175.54㎡ であ る。

調査対象地 は、水 田7筆 に及び、それぞれ の問には現在使用 中の水路 ・道路 が位置 した。 また、東縁

部 は盛 り土が な され、駐車場 として利用 され ていた。 この ように、7枚 の水 田の各筆及び東縁盛 り土部

はそれぞれ分断 され たため、調査 区を東か ら1～ 皿 区に区分 して設定 した。調査 は、各調査 区とも遺構

確認面 まで重 機に よって掘削 し、その後作業員 による遺構確 認のための精査 を行 った。

検 出 され た遺構 は、順次掘 削精査 し、実測 ・写真撮影 を行 った。また発 見 され た土器 な どの遺物 は、

必要 に応 じて出土状況 の実測 ・写真撮影 を行 うと共 に、収納 していった。

こ うして平成14年3 .月29日 、現地 における全 ての調査 を終 了した。

(2)整 理 ・報 告書作成

本報告書作 成に伴 う整理作業 は、平成14年4月15日 よ り、遺物の水洗い ・注記か ら土器の接合 ・復元

を行い、遺物 の分類 そ して実測作業へ と進 めてい った。 また同日寺に、遺構図面及 び写真整理 も行 った。

次いで、遺 物の拓本採 り、実測図の トレー ス ・版組 み、観 察表 の作成、遺構 実測 図及 び土層図 の版組

み ・トレース を行 うと共 に、遺物の写真撮影 をした後、遺構 写真 と共 に写真図版 を作成 していった。ま

た同時 に原稿 執筆 を行 ってい った。

1



こ うして体裁 が整 った後、業者選定 を行 い、本報告書の刊行 に至った。

3発 掘調査、整理 ・報告書刊行の組織

主体者 熊谷市教育委員会

(1)発 掘調査(平 成13年 度)

教育長 飯塚誠一郎

教育次長 小林 武夫

社会教育課長 岩田 隆

副参事 浅野 晴樹

課長補佐 北 俊明

主幹兼係長 金子 正之

主査 寺祉下 博

主査 浅見 敦夫

主任 吉野 健

主事 松田 哲

発掘調査員 小野寺弘光

発掘調査員 加藤 隆則

発掘調査員 蔵持 俊輔

(2)整 理 ・報告書刊行事業(平 成14年 度)

教育長 飯塚誠 一郎

教育次長 小林 武夫

社会教育課長 岩田 隆

副参事 田中 英司

課長補佐 藤原 清

主幹兼係長 金 子 正之

主査 寺社下 博

主査 浅見 敦夫

主査 吉野 健

主事 松田 哲

発掘調査員 加藤 隆則

発掘調査員 船場 昌子

発掘調査員 渡辺 大士
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H 遺跡の立地 と環境

北 島遺跡 は、熊谷市大字上川上字西北島833番 地他 に所在 し、荒川 と利 根川 の最 も近接す る地 域にあっ

て、荒川 の北西約4kln、 利根川 の南西約4kmに 位置す る。またJR高 崎線熊谷駅 か らは北北東約3,5kmに

あた る。

熊谷市域 は、西部 が櫛挽台地 ヒ、荒川以南が江南台地上 に位置す るほか、大半は新荒川扇状 地(熊 谷

扇状 地)上 に含 まれ る。 また市域の北縁 か ら北東縁 にかけては、利根川 によって形成 された妻沼低地 が

ひ ろがってい る。本遺跡 は、熊谷 扇状地末端湧水地 と妻沼低地末端地が錯綜す る地 に位置 し、複雑 な旧

河道 とともに、 旧河道 によって形成 され た 自然堤防 上に立地 している。

北島遺跡 は、大部分が熊谷 スポー ツ文化 公園(平 成16年 度開催 の第59国 民体育大会会場)地 域内に所

在 し、平成12年 度 までに(財)埼 玉県埋蔵 文化財 調査事業 団によ り、15次 ・19地点 にわ たる調査が実施

されてい る。

今回発掘 調査 した部分は、北島遺跡 の北端 にあた り、標 高24.5m前 後、人部分が水 田C一 部盛 り寸二が

成 され、駐 車場 ・1区)と なっていた。現地表か ら遺物包含層 まで20cmと 、非常 に薄 いものであった,,

本遺跡 を中心 とした熊谷扇状地 末端 付近 の荒川 の伏 流水 の湧水地 域 と妻沼低地末 端の錯綜地域 では、

弥生時代 中期 の初期稲作 が展 開 され るのであるが、先行す る縄文時代 の遺跡 も散見 され る。

熊谷 市西部 の寺東遺跡(地 図未掲 載)は 、櫛挽台地北東 端に位置 し、前 期(関 山式)土 器及び後期(称

名寺式)の 埋甕土坑が検 出 され てい る。寺東遺跡 の北 ・妻沼低地上 には、石 田遺跡 ・入 川遺跡や深町遺

跡(共 に地図未掲載)が 所在 し、中期(加 曾利E式)か ら後期(堀 之内式)に 及ぶ集落 が確認 されてい

る。 これ らの遺跡 の端部 には別府沼(利 根川 旧河川)が 蛇行 し、いずれの遺跡 も沼 に向けての緩斜面L

に展 開 され ている。 この うち石 田遺跡の対岸 には、後期(加 曾利B式)の 十器 群が検 出 され た横間栗遺

跡 が所在 している。横 間栗遺跡 はまた、弥生時代 中期(須 和 田式期)の 再葬墓16基 が検 出 されているこ

とで も知 られ ている。 こ うした弥生時代 中期の再葬墓 は、熊谷市三ケ尻遺跡 内の上古遺跡 が櫛挽台地L

に位 置す る他 は、深谷市上敷免遺跡、 明戸東遺跡 、妻 沼町飯塚遺跡、飯塚 南遺跡等、横間栗遺跡 の北側

一帯に展 開 され る妻沼低地上 に集 中的に所在 してい るのである。 また、当該 期の集落遺跡 としては、や

は り妻沼低地 上に関下遺跡、飯塚 南遺跡等が知 られている。

一…方、熊谷 市東部地域での縄文時代 の遺跡 は、諏訪木遺跡(26)や 北島遺跡 で、土器や石器が検 出さ

れてお り、西部地域 同様、 旧河川 の緩斜面 上で集落が形成 され てい た可能性 が高い。 これ に続 く弥生時

代 中期 に入 ると、北島遺跡で再葬墓や土器棺墓 ・土坑墓が検 出 され てい る。また、近在す る前中西遺跡

(29)、 平戸遺跡(31)で も当該期の土器群 が検 出されてい るが、前 中西遺跡 では再葬墓 と方形周溝 墓 と

い う、異な る二つの葬送形態 が同居 してお り、異彩 を放 っている。 これ ら前中西遺跡や北 島遺跡の東に

位置す る行 田市の小敷 田遺跡(30)は 、関東地方で最古段 階の須和 田式期の方形周溝墓 が検 出されてい

る。 あたか も、前中西遺跡 を境 に熊谷市の東部 と西部で、再葬墓 と方形周溝墓 とい う異 なった墓制が展

開されてい るよ うである。 そ して、北島遺跡 と小敷 田遺跡 の中間に位置す る池L遺 跡(24)で は大規模

な 環濠集落が展開 されている。また、北島遺跡 の西 に接 して小規模 な集落 が、天神遺跡(13)で 確認 さ

れ てい る。
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弥生時代後期 に至 る と、先の妻沼低地上 に、深谷市明戸東遺跡 、妻沼町弥藤吾新 田遺跡等が、東 部の

北島遺跡周辺 では、北 島遺跡、 中条条里遺跡 内(9)の 東 沢遺跡 、行田市 池守遺跡(地 図未掲載)等 、

大規模 な集落遺跡 が展 開 されて くる。弥藤吾新 田遺跡では弥生町式土器 が、他の遺跡 では吉 ケ谷式 圭器

が出土 してい る。

この うち北島遺跡 では、掘立柱建物跡や 土坑 と共 に70軒 に及ぶ住居跡 が、 さらに、堰 ・水路や5～8

mの 方形区画 をもつ水 田跡 も検 出されてい る。時期 は中期 か ら後期 に及び、装着 されたままの打製石斧、

大型蛤刃石斧、扁平片刃磨製石斧、磨 製石嫉 、弓 ・容器等 の木製 品等 、大量 の遺物が出土 してい る。す

でにこの時期 に、湧水地 を背景 として低地 を利用 した、大規模で積極 的な水 田経営が行 われ てい たこと

を明白に物語 ってい る、 といえよ う。

古墳 時代前期 に入 ると、熊谷 市西部か ら深谷市 にかけて の妻沼低地上 では、熊谷市域の 中耕 地遺跡 、

根絡遺跡、横 間栗遺跡、一本木 前遺跡、深谷市域の本郷前東遺跡、明戸東遺跡、東川端遺跡 、宮 ケ谷戸

遺跡 、上敷免遺跡、妻沼町域の弥藤吾新 田遺跡 等で集落 が営 まれてい る。 この うち一本木前遺跡 、弥藤

吾新 田遺跡 は大規模 な集落が想定 され ている。 また東川端遺跡や上敷免遺跡 では、方形周溝 墓群 が検出

されている。東川 端遺跡第2号 方形周溝墓か らは、パ レススタイル の大型壷が、一本木前遺跡2号 方形周

溝墓か らは器 台 ・増等 の土器群 と共に、方台部 中央 に検 出 され た主体部か らは藷翠製勾玉 ・碧玉製管玉

等が出土 してい る。

熊谷市東部 か ら行 田市域 の、熊谷 扇状地末端 か ら妻沼低地 の錯綜地帯 では、池上遺跡、池守遺跡 、小

敷 田遺跡、皿 尾遺跡(地 図未掲載)、 東沢遺跡 、天神遺跡 、北島遺跡、天神東遺跡(10)、 中条遺跡 内の

雷電塚遺跡(F周 辺)等 、多数 の集 落遺跡 が知 られ てい る。 この うち小敷 田遺跡 では、畿 内や東海地方

系の土器が出土 し、雷電塚遺跡 か らは脚 部穿孔高圷 ・器台 ・S字 口縁 台付甕 と共 に剣型 をは じめ とした多

数 の滑石製模 造品が出土 してい る。 また小敷 田遺跡、東沢遺跡 、北島遺跡 か らは鋤 ・鍬等 多数 の木製農

具 が出土 してい る。 さらに北島遺跡、小敷 田遺跡 では、大規模 な方 形周溝墓群が検出 され ている。

このよ うに、弥生時代 中期 に開始 された低地帯での稲作農耕 は、それ ぞれ の地で継 承 され 、規模等が

発展 ・拡大 し、定着 して きた様相 を呈 してい るのであ る。

阪 薦 無 遺跡三覧
1北 島遺跡2光 屋敷遺跡3中 条氏館跡4中 条遺跡5中 条古墳群6中 島遺跡

7鎧 塚遺跡8女 塚遺跡9中 条条里遺跡10天 神東遺跡11田 谷遺跡12上 川上東遺跡

13天 神遺跡14古 宮遺跡15上 河原遺跡16宮 の浦遺跡17河 上氏遺跡18肥 塚古墳群

19八 幡上遺跡20出 口上遺跡21出 口下遺跡22肥 塚中島遺跡23肥 塚館跡24池 一ヒ遺跡

25成 田氏館跡26諏 訪木遺跡27東 光寺古墳28藤 之宮遺跡29前 中西遺跡30小 敷 田遺跡

31平 戸遺跡32箱 田氏遺跡33熊 谷氏館跡

A団 扇塚古墳B屯 倉塚古墳C中 条23号 墳D鹿 那祇西古墳E鹿 那祇東古墳F雷 電塚古墳

G行 人塚古墳H権 現塚古墳1稚 児塚古墳J鍋 塚古墳K聖 天塚古墳L丸 塚古墳

M鎧 塚古墳N女 塚1号 墳0女 塚2号 墳P女 塚5号 墳Q女 塚3号 墳R女 塚6号 墳

S女 塚4号 墳 丁 東浦古墳U小 曽根神社古墳V金 堀塚古墳W大 塚古墳X中 条3号 墳

Lど生坐 型はは中条礎 群)
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中期の様相は、今ひとつ明確ではない。しかし、西部の深谷市東川端遺跡では、剣型の滑石製模造品

を用いた集落内祭祀が確認されている。また東部の中条遺跡内の権現山遺跡(H付 近)で は把手付大型

甑を伴った出現期の竈を備えた住居跡が検出され、北島遺跡では須恵器腿 を模倣 した土師器小型壷が出

土している。 さらに最近の調査では、藤之宮遺跡(28)で も一括の土器群が検出されている。いずれ も

中期後半以降の所産であり、今後の調査に期待するところが大きい。

古墳の出現は、中期の後半、B種 横刷毛埴輪 をもつ前方後円墳横 塚山古墳をもってその嗜矢 とする。

その後中条古墳群の中に、鎧塚古墳(M)、 女塚1号 墳(N)が 築造されてくる。鎧塚古墳は、盾型の周

溝 をもち、前方部を西に向けた帆立貝式全前方後円墳で、全長43.8mを 測 る。須恵器高圷型器台を中心

に土師器高圷 ・圷 ・甕をセ ットとした墓前祭祀土器群が2ケ 所検出されている。女塚1号 墳は、二重周

溝をもつが、やは り前方部を西に向けた帆立貝式前方後円墳で、全長46.Omを 測 る。前方部及び周溝外

堤か ら盾持武人埴輪、太鼓 を抱える人物埴輪等、多数の形象埴輪の出土が特徴的である。両古墳共5世

紀末頃の築造と考えられている。また両古墳は、東西約200mの 距離に位置し、周囲に円墳が群在する。

そのうち2号 墳(0)で は馬 ・鹿 ・猪等の動物や人物等の形象埴輪が出土し、4号 墳(S)で は川原石

使用の礫榔が検出されている。中条古墳群では、国重要文化財の馬型 ・武人埴輪を出土した鹿那祇東古

墳(E)、 最近の調査で検出された北島遺跡内の古墳群等の、埴輪最盛期の古墳か ら、側壁に切組積の角

閃石安山岩、天井 ・奥壁 に緑泥片岩を用いた大型の横穴式石室をもつ大型円墳 ・大塚古墳(W)ま で、

5世 紀の末頃か ら7世 紀前半までの古墳が造営され続ける。こうした状況は、東光寺古墳(27)を 中心

とした上之古墳群、肥塚古墳群(18)で も同様(開 始時期は6世 紀)で ある。肥塚古墳群では川原石乱

石積 と角閃石安山岩切組積2種 類の胴張型横穴式石室が確認 されており、後者は利根川系、前者は荒川

系の石材であり、両河川の相克によって作 り出された当地の地形的特長 ど 激 し、非常に興味深い様相

を呈しているのである。

一方、初源期の横塚山古墳のみられた西部地区では、横塚山古墳周辺部、櫛挽台地北東端の別府古墳

群等形象を含む埴輪盛期の古墳が継続 し、川原石乱石積の胴張型横穴式石室を有し、一部の古墳に八角

形や六角形の終末期古墳を含む籠原古墳群が台地状に築造 されてくる。

古墳時代後期における西部地域の集落遺跡は、樋之上遺跡、上辻 ・下辻遺跡等の櫛挽台地東端部、妻

沼低地の自然堤防上では、熊谷市域の一本木前遺跡、天神下遺跡、根絡遺跡、深谷市域の原遺跡、東川

端遺跡、新屋敷東遺跡、上敷免遺跡、砂田遺跡、柳町遺跡、城北遺跡、妻沼町域の飯塚南遺跡、道ケ谷

戸遺跡等、遺跡数 ・規模共に爆発的に拡大する。特 に一本木前遺跡では、現時点で300軒 前後の住居跡

が検出され、さらに今後の調査でその数が増加することが予想されてお り、その規模は群を抜いている。

また東部地域でも北島遺跡、諏訪木遺跡(26)、 中条遺跡内の中島遺跡(6)・ 光屋敷遺跡(2)・ 常光

院東遺跡(3)、 行 田市小敷田遺跡、池守遺跡等、やはり遺跡数 ・規模共に爆発的に拡大する。

古墳時代後期に櫛挽台地東端もしくは北東端、あるいは妻沼低地及び熊谷扇状地 自然堤防上の微高地

に形成された集落は、増減はするものの、そのほとんどが奈良 ・平安時代集落へと継続されてい く。そ

して、櫛挽台地北東端部の西別府廃寺、西別府祭祀遺跡、深谷市幡羅遺跡を中心として、北側妻沼低地

上に展開される別府条里跡、条里跡の東端に位置する一本木前遺跡への広が り、東部では北島遺跡、諏

訪之木遺跡 を中心として、その北 ・東に展開される中条条里遺跡(9)へ の広が り、こうした東西の二

つの拠点を核 として、以後展開されることとなるのである。
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皿 遺跡の概要

1調 査の方法

発掘調査は、715,000㎡ に及ぶ北島遺跡の北端(西 部)に あた る、スポー ツ文化公園北側周回道路(市

道30394号 線)の 北側への拡幅部及 びU字 溝敷設部分 を対象 とした ものである。

調査地の現況が水 田7筆 、盛 り土 を施 した駐 車場 であ り、それ ぞれの境界は水路及 び道路 で分断 され

ていたため・水 田7筆 及び駐車場 をそれぞれ個別 の調査 区 として設定 し、東側駐 車場 か ら西側水 田に向

けて1区 ・H区 ……V皿区 とした。1区 か ら皿 区は、東西約576mに 及 ぶ。なお、調査 区の幅 は、H区 か

ら盟区は2～2.5m、 ～皿区幅1～2mで あった。 また1区 は、南北13m東 西15rnの 三角形で斜 辺が弧状

に窪む範 囲の調査 であった。

市道30394号 線 は、1区 部 分が多少 曲折す るが、 且区か ら聖区部 分はほぼ直線 を呈す るため、 この直

線 に合 わせて、全体 を網 羅す る東西方向 を基準 とす るライ ンを設定 した。基準 ライ ンはN-67°00/00"

-Wラ イ ン とし、n区 か ら冊区は調査 区内に、1区 及 び皿 区は調査 区の南側 に接す るよ うに設定 した。

よって・南北 の基準 ライ ンはN-23°00'00"-Eを 示 す こととなる。東 西の基準 ライ ンをEラ イン とし、

5mの グ リッ ドに分割 して、東西 ライ ンをA～E、 これ と直交す る南北 ライ ンを2～117と した。その

ため・1区 最東端 グリッ ドはE-2、 最北端はB-2、 ～皿区最西端 はE-117と なった。グ リッ ド名は、

北東 のライ ン交点名 をもって西5m・ 南5mの 範 囲を示 してい る。

調査は、事 前の試掘調査 によって、調査区の長軸方 向にほぼ…致す るパイ プ管埋設溝 が多数掘削 され

ていることが判 明 していたため、 この掘 削溝 を先 に掘 って、各調査 区 ごとの土層堆積状況 を把握す るこ

とから開始 した。

聴誌「 13

亡=ゴ1
,ト ー刷3

14扇4[
:=:⊃1

し___詞7
ト ー 一 詞18

鰹(ga「9C)』鞠11

巨 　 ～113

基 本 上 層

/表 一ヒ、耕 作上

2灰 色(10Y6〆1)粘 ヒ屡(シ ル ト質)。火 山灰含む、マ ンガン粒 、酸 化

鉄 多量に含む.

3灰 色 臼OY5/D粘`ヒ 騒(シ ル ト質) ,,

4灰 色(N5!1)粘 十層。軽石戦 を多量に含 む。

5灰 色(N4!)粘 土層。軽石粒 を含 む。オ リー一ブ灰色(10Y612)シ

ル トブロ ックを、帯状 もしくはブPッ ク状に含む。

6暗 灰 色(N3ノ)粘 土層(シ ル ト質)。{:位 に軽石小粒 を含 む。部 分的 に

炭化 物を しもふ り状 に含 む。

7褐 灰 色(10YR61の 粘土魍(シ ル ト質)。

8灰 色(7.5Y4!1)粘 土層(シ ル ト質).

9abcの3層 に細 分 され るオ リーブ灰 色(5GY311)シ ル ト質粘 土層。a

及 びc層 が11層 に該 当す る。b麟 は灰色 シル ト(S4ノ)を 含む。

第4図

10灰 色(N5!)粘 ㎝ヒ層.軽 石細粒、炭化物粒(部 分的 に帯状)、 オリ…ブ

灰 色シル ト粒 、焼七粒を含む。

11オ リーブ灰 色(5GY61])粘 土層(シ ル ト質)=9a、9c1蕾

12黒 褐 色(2.5Y3/1)シ ル ト層。

13緑 灰 色(10GY6!D砂 質土。

14ヅ く01∫天糸屯層(図 中黒塗 り)

Aオ リー一ブ黄(7.5Y613)色 砂 質土。5・6層 をブ ロック状(人 頭 大)に

多 量に含む。

B緑 灰(5G6/1)色 砂。5・6層 をブロ ック状に含む

A・B層 は、パイプ ライン埋 設土層。

基本土層図

OL=24.800m2m

一 ゴ1、40
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その結果、基本 的 には、上位 か ら表 土 ・耕作 土(1層)、 浅 間A軽 石粒 を含 む灰色 シル ト質粘土(2・3

層)、 浅間B軽 石粒 を含 む暗灰色 シル ト質粘 土(4・5・6層)、 褐灰 色シル ト質粘土(7層)、 灰 色シル ト質

粘土(8層)、 オ リー ブ灰 色シル ト質粘土(11層)、 黒褐色 シル ト(12層)、 緑灰色砂(13層)と 堆積す る

ことが判 明した。 この うち5層 中には、浅 間B軽 石 の純層(14層)が 堆積す る地域 もみ られた。遺物包

含層 は4～7層 であるが、7層 と8層 の問 に部分的に堆積す る軽石細粒 を含 む灰色粘土(10層)中 にも包

含 され てい る。古墳時代前期 の遺物 は、灰色 シル トを基盤 とす る土層 に含 有 され てい た。なお、 この灰

色 シル ト層 は、孤 区のみ に堆積 している土層で ある。

オ リー ブ灰色 シル ト質粘土(11層)は 、無遺物層で ある。 しか しなが ら、オ リー ブ灰 色 シル ト質粘土

は上下2層 に分離(9a層 ・9c層 と区別す るが本 来は同一層)し 、部分的 に灰色 シル ト層(9b層)を 挟

む部分 もみ られ、複雑 な様相 を呈 していた。灰 色シル ト層(9b層)を 挟 む場合 は9a・9b・9c層 とし、

挟 まない場合 は単独層 ・11層 とした。 こ うした状況 ではあったが、遺物包含層 の4～7層 中では遺構 プ

ランが確認 できないこ と、 また全 ての遺構が、深浅はあ るものの本層まで掘 り込 んでいた ことか ら、本

層 を遺構基盤層 として、各調査区共 、本層 まで機械 に よる堀下 げを行った後に、遺構検出作 業 を行 うこ

ととした。

本層 はまた、各調 査区間でかな りの レベル差 がみ られ た。その ヒ頂 レベル は、以下の とお りである。1

区 ・233m、H区24.Om、 皿区東部242m、 同西部24.3m、IV区23.9m、V区 東部23.9m、 同西部24.3

m、M区 東部243m、 同西部244m、V皿 区東部24.8m、 同西部24,9m、 皿区東部249m、 同西部24.7m。

これによる と、㎜ 区か ら町区の地域 が最 も高 く(24.9m)、 皿 区西部及 びW区 にかけての地 域にかけて

徐 々 に低 くな る。そ してV区 東部 に至 ると最 も低 く(239m)な る。低 い状態 はIV区 全域に及 び、皿区

との境界 で再 び高 く(24.3m)な る。 そして また徐々に低 くな り、東端1区 では最 も低 く(23.3m)な

る。最高位 と最低位 の レベル差は、1.61nを 測 る。 この うち低位の1・IV・V(東 部)で は、オ リーブ灰

色シル ト質粘 土(11層)と 黒褐色 シル ト(12層)が 厚 く堆積す るものの、他 の レベル の高い調査区では、

U層 上位(9a層)が 薄 く堆積す るのみで あ り、12層 は堆積せず、13層 ・緑灰色砂が 直 ドに堆積 してい

る。なお、基本 土層 図(第4図)は 、基盤 層が低位 に存す るIvr区 ・D-58グ リッ ドの堆積状 況 を示 した

ものである。

住居跡 は、 こ うした基盤 層が高位 の調査 区(H区 ・皿区 ・顎 区)で 検出 されてい る。H区 の西半 で5

軒(1号 ～5号 住居跡)、 皿 区東 半で7軒(6号 ～12号 住居跡)、 珊区西半で4軒(13号 ～16号 住居跡)

の16軒 に及び、 その配置もかな り集 中す る様相 を呈 してい る。

5基 検 出 された竪穴状遺構 も、H区 で1号 住居跡 の東側 に3基(1号 ～3号 竪穴)、 皿区で12号 住居跡

の 西側 に1基(4号 竪穴)、W区 で13号 竪穴の東 に1基(5号 竪穴)と 、いずれ も住居跡 に近接 して配置 さ

れてい る。

土坑は、総数16基 が検出 されている。H区 に7基 、皿区に5基 、VI～ ㎜ 区にかけて4基 と集 中す る。

しか しその集 中度は、H・III区 では住居跡 ・竪穴 と同様 であるものの、西側VI・W区 ではやや粗い。

溝は、ほぼ全域 に検出 され 、総数56条 を数 える。このなかで、基盤層が最高位 のW区 か ら徐 々に低位

に移行 するW区 ～V区 西部 にかけての緩斜面 ヒに深堀の溝 が集 中す る。

畠跡 は、基盤層 が最低位 の1区 か ら検 出 されてい る。

13



2検 出された遺構 と遺物

検出 された遺構 は、住居跡16軒 、竪穴状遺構5基 、土坑16基 、 ピッ ト群10群 、溝56条 、井戸跡1基 、

畠跡1作 、性格不 明遺構1基 で ある。その他、近 ・現代 のパイプライ ンによる掘 削溝 が、H区 ～田 区にか

けて随所(～皿区は、南半部分全 てに掘削溝 が確認 され たため調査対象 か ら外 した)に み られ た。

IV遺 構 と遺物

A住 居 跡

1号 住居跡

(第8図)

(第9図)

住 居 跡 は 、H区 に5軒 、 皿 区 に7軒 、VK区 に4軒 の 計16軒 が 検 出 さ れ て い る 。

H区 ・D-29グ リ ッ ドに位 置 す る 。 西 南 コ ー ナ ー 付 近 が 調 査 さ れ た の み で あ り、 大 半 は

北 側 未 調 査 区 域 に 広 が り を も つ と思 わ れ る 。

調 査 さ れ た 範 囲 は 、西 南 コ ー ナ ー を挟 ん だ 西 辺1.75m、 南 辺290mの 三 角 形 範 囲 で あ り、

全 体 の 規 模 等 は 不 明 で あ る 。 南 辺 軸 の 方 位 は 、N-95°-Eを 示 す 。

覆 土 は2層 で 構 成 さ れ て い る 。 上 層 は 、 軽 石 粒 ・オ リー ブ灰 色 シ ル トブ ロ ッ ク を含 む 灰

色 シ ル ト質 粘 土 層(9層)、 下 層 は 、 軽 石 粒 ・小 礫 ・炭 化 物 粒 ・焼 土 粒 ・灰 を 含 む 青 灰 色 シ

ル ト層(10層)で あ る 。 い ず れ も 土 器 片 を 含 む が 、 特 に 下 層 に は 多 量 に含 ま れ て い た 。

床 面 は ほ ぼ 水 平 で あ る が 、 基 盤 層 の オ リー ブ灰 色 シ ル ト質 粘 土 は2～3cmと 薄 く、 直 下

の 礫 ・砂 混 在 層 が む き 出 し と な る 部 分 も み られ た 。

壁 は ほ ぼ 直 立 し、 最 も 深 い と こ ろ で40cmを 計 る が 、 壁 体 土 が シ ル ト質 の た め 、 南 壁 の 大

部 分 が 崩 落 し て い た 。 全 体 の 形 態 は 、 方 形 を 基 本 とす る も の と思 わ れ る 。

カ マ ド ・柱 穴 等 は 検 出 さ れ て い な い 。

遺 物 は 、 須 恵 器 圷(1～5)、 須 恵 器 高 台 椀(6)、 土 師 器 圷(7～12)、 土 師 器 甕(13

～17) 、 須 恵 器 甕(18)等 が 出 士 し て い る。 須 恵 器 圷 は 底 面 周 辺 部 回 転 箆 削 りの も の(1

～3)と 糸 切 りの ま ま の も の(4・5)が あ る
。 実 測 され た遺 物 は 、 大 部 分 が10層 中 か ら

の 出 土 で あ る が 、 須 恵 器 高 台 椀(6)と 須 恵 器 甕(18)は9層 中 か ら出 土 し て い る 。

B11号 ・2号住居跡土層

1表 土、耕作土。

2灰 色(10Y6!1)粘土層(シルト質)。火山灰含む、

マンガン粒、酸化鉄多量に含む。

3灰 色(10Y5!1)粘土層(シルト質)。

4緑 灰色(10GY61/>砂質土。

59層 を主体として炭化物がふくまれる。

6灰 色(N51)粘 土(シルト質)。軽石粒を多量に、一 ・A'
小礫を含む。

7オ リーブ灰(2.5GY6/1)シルト。炭化物粒を含む。

萎灘 婆i鱗臓讐 駄
もしくはブロック状に含む。ただし軽石層の純層

はみられない,

10青 灰色(5B5!1)シ ル ト。軽石粒、小礫、炭化物・B'

粒、焼土粒、土器片が多 く、灰を含む。

U灰 、焼土プロソク混在層。

12灰 色(N4!)シ ル ト。小礫を含む。

OL篇24。400m2m

-1、60

第8図1号 ・2号住居跡
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第1表1号 住居跡出土遺物観察表(第9図)
NG 器 種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存率 備 考

、

1 須恵器 ・圷 11.8 3.3 6.5 ①④⑤② ② 燈 4/5 内外 面煤付着。二 次加 熱

2 須恵器 ・圷 12.3 3.4 7.0 ①⑤④②⑥ ① 灰 1/2 口辺部吸炭

3 須恵器 ・圷 一 　 (8,2) ①② ② 灰 底部レ3

4 須恵 器 ・圷 (12,5) 一一 ④①②⑤ ① オ リーブ灰 1/4 口辺部吸炭

5 須 恵器 ・杯 (9,6) 一 ⑥①②④ ① 灰 白 1/7 2号住出±破片 と接合

6 須 恵器 ・高台椀 一 一 (7,4) ②④① ② 灰 底部1/2 表面剥離

7 土師器 ・圷 (12.2) 一 ④①③② ② にぶ い燈 1/5

8 土師器 ・圷 (12.4) … ④①③⑤ ② にぶ い燈 1/7

9 土師器 ・圷 (12.2) 一 　 ④②① ② 機 1/8

10 土師器 ・圷 (10,0)
一一

④①② ② にぶい黄樫 1/6 内外面煤付着

11 土師器 ・圷 (13,2) 一 一一 ②④③ ② 燈 口縁 部1/5

12 上師器 ・圷 (12,2) 4.3 (6,0) ①④② ② にぶい機 1/6 外面煤付着

13 土師器 ・甕 (/2./) 一 ②④①③ ② 明赤褐 n縁 部1/4 内面炭化物付着

14 土師器 ・甕 (23.0) 一一 ①②③④⑥ ① 燈 口縁部▽3

15 ±師器 ・甕 (21、2)
… 一 ④①②⑥ ② 撹 E半1/3 外 面煤、内面炭化物 付着

16 土師器 ・甕 (20,4) 　 ②④③①⑥ ② 燈 彊縁部L/4
`次加熱

17 土師器 ・甕 (17.2) ④⑥①②③ ② にぶい黄榿 口縁部1/4
5

18傾 恵器 磯 一;-
1 ①④{② 灰 破片

第2表2号 住居跡出土遺物観察表(第9図)
No 器 種 口径 器高 底径 胎 ± 焼成 色 調 残存率 備 考

1 土師器 ・甕 (13,6) … 一 　 ①④②③⑥ ② 明赤褐 1/3 外面煤、内面炭化物 付着

2 七錘 長 さ3.1最 大 径1,05孔 径0.3 完形

3 土錘 長 さ3.1最 大 径0,9孔 径0.3 完形

4
】 土錘 長 さ2.7最 大 径0,95孔 径0.3 完形

}5 土錘 長 さ3,0最 大径0.95孔 径0.31完 形

2号 住居跡

(第8図)

(第9図)

3号 住居 跡

(第10図)

(第 ユユ図)

H区 ・D29・30グ リッ ドか ら、E29・30グ リッ ドに位置す る。北東 コーナーは、北

側未調査 区に広が る。また西辺南半か ら南辺 にかけては、パイプ ライ ンの掘削 によって破

壊 され ている。東 に30cmの 間隔で1号 住居跡 が隣接す る。

西辺2.45m、 南辺1.85mを 計 り、東辺 ライ ンがやや外反 し不安定であるもの、長方形 を

呈す ると考え られ る。長 軸である西辺方位 は、N-7°-Wを 示す。

覆 土は、多量 の軽石細粒 ・小礫 ・焼 ヒ粒 を含む灰色 シル ト質粘土(8層)で ある。 この

8層 と同位 には、西壁側 にオ リーブ灰色 シル ト質粘 土、東 と南側 に緑灰色砂(4層)が み

られ た。4層 は、基本土層の13層 に当た り、東壁 ・南壁 は緑灰色砂のみで壁体 が構成 され

てい たことを示す 。

壁 は緩やかな傾斜 をもつ。全体 に浅い。カマ ド柱穴等は検 出 されていない。

床 面は固 く締 まっていた。北壁及 び南壁 直 ドには15cm以 上の溝 が回る。また東壁 寄 り中

央 の床 は、僅か に窪みを もち、灰 と焼土ブ ロックの混在層が堆積 してい た。灰 層の中か ら

は土師器甕(1)、 小型 の土錘(2～5)が 出土 してい る。

H区 ・D-30・31グ リッ ドか ら、E-30・31グ リッ ドに位置す る。北東及び南 西コーナ

ー は、それ ぞれ北側 及び南側 の未調査 区に広が る、また南半 中央部 は、パイ プライ ンの掘

削 によって破壊 され てい る。東辺側 に2号 住暦跡、北辺側 に4号 住居跡、西辺側 に5号 住

居跡 が接 してい る。

各辺共ほぼ直線 を呈す るが、東辺北東隅寄 りに張 り出 し部 をもつ。実数値 は計測不 ・∫能
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AA13号 ・・号 ・5号{据 蹴 層

＼……賑こ平 欝 ㌻趣
一 一 一 ・一 一 一 　 一 　 一一 一　 一一 　 一 　!'・ ト/〆

〆1!〆/

1、 ノ〆//

、㌃ ノ///

㌧ ＼////

・・3号 住 居 跡//

5号 住 居 跡 ＼ぐ,
、/ワ っつ!キ 覚 舌L

-一 一一一二Z二 蓉 こ璽 二二:=二 二r=フ ζ
__二 ニ

ー 　一 一` 一一 ・Bl

B・… 一 　

A,_.__一 一 ・Al

10,21814

・、 謙
江 　一 ・ 璽26v嘉 嚢

琵

B・乙 二_ヱ ー _二=一工B'「
ヌ=こ ～一↓ こ_一 一一コ一 ↑ 　 一一一

纏憩1 OL=24.600m2m

L=二==亡=二=」1、60

第10図3号 ・4号 ・5号 住 居 跡

%

1表 土、耕 作土。

2灰 色(10Y511)粘 幽ヒ層(シ ル ト質)。 火山灰 、

マン ガン粒 、酸化鉄 多量 に含む 。

3青 灰色(5B51ユ)粘 土。軽 石細粒 、 小礫 を含 む。

1雛:1欝1礎 瓢 質、軽藁 、
ノ1・礫、炭化物粒を含む。

6青 灰色(5B511)シ ル ト,,軽石細粒、小礫、

炭化物粒、焼土粒を含む。

7灰 色(N41)粘 」二層。軽石粒を含む。オ リ

ーブ灰色(10Y6!2)シ ル トブロックを、帯

状もしくはブロック状に含む。ただし軽石

層の純層はみられない。

86層 と同様であるが土器片が多く、焼土粒、

灰を含む。

95層 と同様であるが焼土粒が含まれる。

10灰 層。

U灰 と緑灰色(10GY61D砂 質土の混在,層。

12焼 土、灰の混在層。

138層 を主体として焼土、炭化物ブロックが

混在。

14焼 土、炭化物の混在層。

/5灰 を主体として炭化物粒、焼土粒が混在。

167層 を主体として炭化物が含まれる。

17灰 色(N5!>粘 土(シ ル ト質)。軽石細粒、

小礫を含む。

18青 灰色(5B511)粘 .ヒ、灰色(N51)粘 士、

混在層、、

1918層 を主体として炭化物が含まれる。

2017層 とほぼ同一であるがよりシル ト化し

焼土粒が倉まれる。

4号 住居跡

(第10図)

(第11図)

であるが、長軸4.28rn、 短軸2.75mの 長方形 を呈す るもの と考え られ る。長軸方位 は、N

-77°-Eを 示す
。

覆土 は、上層 に軽石細粒 ・小礫 ・炭化物粒 ・焼土粒 ・灰 を含 む青灰色 シル ト(8層)、F

層 に軽石細粒 ・小礫 ・炭化物粒 ・焼 土粒 を含 む青灰 色シル ト質粘 土が堆積 している。

壁 は、ほぼ直立す る。北壁 直下に幅8～10cmの 溝 がみ られ るが、連続 しない。

床面は、固 く締 ま り安定す るが、中央か ら北東隅寄 りに深 さ10cm程 の窪 みをもち、灰 と

緑灰 色砂 の混在層 が堆積す る。 この灰 は、北東 隅の床平坦面 に至 って も連続 し、さ らに東

壁 北東 隅寄 りの張 り出 し部 の中へ と広が る。張 り出 し部 は、断面形が床面上 の窪みか ら奥

に向 けて傾斜 をもち、 さらに焼土 ・灰 ・炭化物 等が堆積す ることか ら、カマ ドの存在 を窺

わせ るが、張 り出 し部 自体及 び床面上 に焼 土化 面は検出 されていない。

床 面中央及び南東 隅 にピッ トがみ られ るが、いずれ も深 さ5cm程 と浅 い。

遺物 は、大部分が東辺寄 りの床面直上 か ら、須恵器圷(1～5)、 同高台椀(6)、 十師

器圷(7)、 同甕(8・9)、 磨石(10)等 が出土 している。

H区 ・D-30・31グ リッ ドに位置する。南西 コーナー付 近が確認 され たのみで、大部分

は北側 の未調査区に広 がる。南辺側 に3号 住居跡 が隣接す る。

壁 は不安定であ り、西辺1.6m、 南辺07mの 範 囲が知れ るのみである。西辺 はN-47°-

Wを 示す。方形 を基本 とした形態 を示す と思われ る。

覆土 は、青灰色 を呈 し、軽石細粒 ・小礫 を含む粘土層(3層)、 炭化物粒 を含 むシル ト質

17



∵
_一 一}一 一 一

謬

▽

7

≡ヲ

Z

＼=7

イ==

感 ぜ

篤蝦 掛

6

～
9

一 ノ

7

嘱

7 z

2
【4

撃1 010c階
ピー 二=ゴ1』4
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第3表3号 住居跡出土遺物観察表(第1咽)
Nα 器 種 口径 羅高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 須恵器 ・圷 (14.2) 一 一 ①②⑥ ① 灰 1/4 内外面一部吸炭

2 須恵器 ・圷 (14.2) 一一 　　　 ①⑤ ① 灰 1/10

3 須恵器 弓不 (13.5) 一 r肺… ①④⑥ ① 灰 1/6 内面灰褐色

4 須恵器 ・圷 (12.2) 　 一 ①②⑥ ① 青灰 1/8 内外面一部吸炭

5 須恵器 ・圷 (1ユ.3)
一　 一一一

②①④ ① 灰白 1/6

6 須恵器 ・高台椀 一一 一 (5,6) ①⑥ ② 灰 底部3/5 内面一部 吸炭

7 土師器 ・圷 (14,2) 旧一 一一 ③①④⑥ ② 明赤褐 口縁部1/8 二 次加熱。表面 剥離

8 土師器 ・甕 (23,0) 一 1　 ①②③④⑥ ② にぶい黄榿 上位1/6 外面煤、内面炭化物付着

9 土師器 ・甕 (12,0) 一 一 ④②①⑥ ② 機 口縁部1/3 外面煤、内面炭化物付着

10 磨石 長 さ13.3最 大 幅13.4厚 さ2.8 二面使用。二 次加 熱。炭化物 付着

第4表4号 住居跡出土遺物観察表(第11図)
M 器 種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調

{残存率
備 考

1 須恵器 ・圷 (12.8) 3.8 7.0 ①⑥⑤④ ② 灰 1/2

粘土層(5層)、 さらに焼土粒 をも含 むシル ト層(6層)に 区分 され た。

床面 は比較的固 く安定 してい るが、 ピッ ト等 は検出 されていない。

遺物 は、床 面上か ら須恵器圷が出土 している。
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5号 住居跡

(第10図)

6号 住居跡

(第12図)

(第14図)

H区 ・E31グ リッ ドに位置す る。北東 コーナー付近が確 認 され たのみで、大部分は南

側 の未調査 に含 まれ る。東辺側 に3号 住居跡 が隣接す る。

壁 はほぼ直立す るが、北辺1.Om、 東辺0.7n1が 知れ るのみで ある。北辺はN-76°-Eを

示す。方形を基本 とした形態 を示す と思 われ る。

覆土 は、軽石細粒 ・小礫 ・焼土粒 を含 む灰 色シル ト(20層)で 、上位(17層)は 同質で

あるが、粘 土質 を帯びてい る。床 面は固 く安定 してい る。

遺物は、 白色針状物質 を含む須恵器圷小片 が出土 しているのみである。

皿 区 ・D-34、E-34グ リッ ドに位 置す る。西隅付近が確 認 され たのみで、北 ・東 ・南

側 の未調査区に、大部分 が広 がる と思われ る。西隅部 で8号 住居跡 を切 断 し、北西辺 一Lは

7号 住居跡 に削平 されてい る。また、6号 ・7号 ・8号 各住居跡 の重複箇所上 面は、パイ

プライ ン掘 削溝 によって削平 されている。

壁 はほぼ直立す る。規模 は、北西辺2.5m、 南西辺 α7m範 囲が知れ るのみである。北西

辺 はN-50°-Eを 示す。西隅 は丸み をもつが、方形 を基本 とした形態 を示す と思われ る。

床面は、ほぼ水平 に厚 さ3cm程 の暗褐色粘 士が貼 り付 け られ、 固 く安定 していた。 ま

た床面上には、藁状炭化材 が一面に検 出 され てい る。貼 り床 の下 は、砂礫混在 層である。

覆土は、炭化物粒 ・砂礫 ・白色粘土粒 を含 む青灰色粘土(5層)、 炭化物粒 ・焼土粒 ・白

色粘土粒 を含 む暗青灰色粘 土(6層)で あるが、6層 は、 ド方へ移行す るにつれ含有物の

粒 子が大 きくなる(7層)。

遺物 は、北西辺際の6層 中か ら須恵器圷(1)、 須恵器高台椀(2)が 出土 してい る。

A .パ

一
隠

、_一
根系下窒三≦云 三

笏

7

繕

＼

6号 ・8暑 住居跡土層

1表 土、耕作土。

2青 灰色(5BG611)粘 土。酸化鉄、浅間A火 山灰粒を含む。

3暗 青灰色(5BG31D粘 土(シル ト質)。炭化材粒、浅間A火 μ」灰粒、

焼土粒を含む。

講謙灘灘篤謹瓢
7暗 青灰色(10BG4!1)粘 土。6屡 と同様の含有物であるが粒が大き

く全体で粘陸が強い。

8青 灰色(10BG5!1)粘 土。 炭化物粒、白色粘土粒、小礫、焼土粒

を含む。

9暗 青灰色(5BG411)粘 土。炭化材粒、焼土粒、白色粘土粒を含む。

10灰 色(N5!)粘:ヒ 。軽石細粒、炭化物粒を含む。

B

慶{三 烹
灘

～ ・B'

OL=24.800m2m

ト===出1・60
第2図6号 ・8号 住居跡
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7号 住居跡

(第13図)

(第14図)

皿区 ・D-34・35、E-34・35グ リッ ドに位置す る。西南半 が確認 された ものの、北東

半 は、北側未調査区 に含 まれ る。南西隅か ら南東辺にかけて、6号 ・8号 住居跡 を削平 し

て いるが、南西辺上 は8号 土坑 によって削平 され、南西隅はパ イプライ ン掘 削溝 によって

床 面近 くまで切断 されてい る。

壁 はほぼ直立す る。規模 は南西辺2,55m、 南東辺2.25mの 範囲が知れ るのみである。南

東 辺の方位 はN-159°-Eを 示す。 両辺共脹 らみ をもち、やや不整形ではあるが、方形 を

基本 とした形態 を呈す ると思われ る。

床 面は、やや凹凸が あるものの、 固 く安定 してい る。中央 に40・45cm深 さ10cmの ピッ

トが検 出 され てい る。床 面上には、 中央 か ら南東辺 にかけて灰 ・焼土 ・炭化物 が混在 して

堆積 している。南東辺の東 端が張 り出す様相 を呈 してお り、 この張 り出 しを扇 の要 として

堆積 している ところか ら、張 り出 しは、カマ ドで あった可能性が高い。 しか しなが ら、焼

土面は確認 され ていない。

覆 土は、炭化物粒 ・軽石粒 ・焼土粒 を含む暗青灰色 シル ト質粘土(3層)で あ り、壁 際

では炭化物 の量 が増加 し、シル ト化 も進 んでい る(4層)。

遺物 は、ほぼ全面か ら小片の状態 で出土 してい る。須恵器圷(1～5)、 須恵器椀(6)、

須 恵器 高台椀(7～10)、 須恵器 皿(11・12)、 土師器甕(13～15)、3面 使用 の砥石(ユ6)

がみ られ るほか、土師器甕類 の細片 が多量 に出土 し特徴付 けてい る。

7号 住居跡、8号 土坑土層

6

1表 土、耕作土。7

2青 灰色(5BG6!1)粘rヒ 。酸化鉄、浅間A火 山灰粒 を含む。

3暗 青灰色(5BG3〆1)粘 土(シル ト質〉。炭化材粒、浅間A火 口灰

粒、焼士粒を含む。

43層 をべ一スとして特に炭化材を多く含みシル ト化 している。

5青 灰色(5BG5!1)粘 土。炭化材粒、砂礫、白色粘土粒を含む。

第13図

皿
鍵

E

B・一 一 ・8'

鍵

F・ 一 ・F'G・

総

霧
舗

α

[纏
ひ

一G'

軽
暗青灰色 〔5BG411)粘 土。炭化材粒、焼ニヒ粒、白色粘:ヒ粒を含む。

暗青灰色(ユOBG4〆D粘 土。6層 と同様の含有物であるが粒が大

きく全体で粘性が強い。

8膏 灰色(5BG5m粘 土。多量の小礫、浅間A火 則灰粒、酸化鉄

9暗 緑灰色(75GY4/1)シ ノレト。、1礫を多量に含む。OL=24・300m2m

、⑪ 腱 筋1)枇 軽石髄 談 化物腿 含む.ト ー 一一 一 　一 一 一 一1、60

7号 住 居 跡 、8号 土 坑 、E-35ピ ッ ト群
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第5表6号 住居跡出土遺物観察表(第14図)
No 器 種 口径 器高 底径 胎 上 焼成 色 調 残存率 備 考

1 須 恵器 ・圷
　 一 (6.0) ①④⑥②⑤ ③ 灰 底部のみ 内外面煤付着

2 須 恵器 ・高台椀 一7　 7.0 ④①②⑥ ② 暗灰 底部のみ 内外面黒色処理

第6表7号 住居跡出土遺物観察表(第14図)
No 器 種 u径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 須恵器 ・杯 (122) 一一
①④②⑥⑤ ① 緑灰 1/6

2 須恵器 ・圷 (12,0) 4.4 (4.8) ④①②⑥⑤ ③ 暗灰 1/3 二次加熱。 内外 面煤 付着

3 須恵器 ・圷 ω.8)
… ②⑥ ① 灰 白 口縁部1/8

4 須恵器 ・圷 一一 (5.6) ①②③⑤⑥ ① 灰 底部1/4 一・部灰褐色

5 須恵器 ・圷 (14.8) 一 一 ①⑥②⑤④ ① 灰 口縁部1/8

6 須恵器 ・椀 (17.3) 一一一 ①④⑥ ① 灰 白 口縁部1/8

7 須恵器 ・高台椀 h 値 (7.5) ①②③④⑥ ① 灰 白 底部1/8

8 須恵器 ・高 台椀 (13.5) 5.5 (7.0) ①④⑥② ① 灰 1/3

9 須恵器 ・高台圷 一 一一 (8,0) ⑤①②④⑥ ② 劒 一プ 灰 底部1/4

10 須恵器 ・高台椀 5.7 ①②④⑥⑤ ② 灰 底部のみ

11 須 恵 器 ・」皿 (14,0) 2.6 (6.2) ①⑤④ ② 灰 1/4

12 須 恵 器 ・阻t (14,4) 3.0 (5.4) ①⑥ ② 灰白 底部1/4

13 土師 器 ・甕 (1&6) 一 　 1①②③④⑥ ② 閉赤褐 上位 圭/4 輪積 痕。外面煤 、内面炭化物付着

14 土師器 ・甕 一 4.61② ③④⑦⑥ ② 鐙 底 都1/2

15 土師 器 ・甕 一 一 4,6② ④①⑥ ② にぶい褐 底部のみ 内面にぶい擾 。 軟 加熱

16 砥石 長 さ15,0最 大 幅8.5厚 さ7.0 三面使用

第7表8号 住居跡出土遺物観察表(第14図)
No

1

器 種

±師器 ・甕

口径

(200)

器高 底径 胎 士

④②①③⑥

焼成

②

色 調

明赤褐

残存率

口糸豪剖～1/6

備 考

二次加熱

8号 住居跡

(第12図)

(第14図)

9号 住居跡

(第15図)

(第 ユ7図)

皿区 ・E-34・35グ リッ ドに位 置す る。北隅部分が確 認 されてい るが、東南半は6号 住

居跡 に切断 され、西南半 は南側 未調査 区 に含 まれ る。また北東辺 の上面 は、7号 住居跡 に

削平 され、 さらに北東辺の大部分は、パ イプライ ンの掘 削溝 によって切 断 され てい る。

壁 は、ほぼ直立 してい る。規模 は、北東 辺1.1m、 北西辺0.95mの 範囲が知れ るのみであ

る。北東辺の方位 はN-110°-Eを 示す 。北東辺 ・北西辺両辺共 ほぼ直線 を呈 し、方形 を

基本 とした形態 を示す。

床面 は、固 く安定 してお り、6号 住居跡床 面 とほ とん ど同 レベル である。床面 上には ピッ

ト等 は検 出されていない。

覆 土は、上層が炭化物粒 ・白色粘土粒 ・小礫 ・焼土粒 を含む青灰色粘土(8層)、 下層が

炭化物粒 ・焼土粒 ・白色粘 土粒 を含む暗青灰色粘土(9層)で ある。 なお、8層 と6号 住

居跡5層 の上面 には、7号 住居跡3層 が堆積 している。 また北隅で見 られた噴砂 は、8層

途中まで確認 されてい る。

遺物 は僅 かであ り、土師器甕(1)が1点 出土 したのみで ある。

皿区 ・D-36・37、E-36・37グ リッ ドに位置す る。北及び南隅がそれぞれ未調査区に

入 る。南辺 中央 か ら西辺中央部 は、パイ プライ ンの掘 削溝 によって切断 され てい る。

壁 は、ほぼ直立 して、概 ね直線 を呈す る。規模 は、長軸3.Orn、 短軸2.4mを 計 る。長方

形 を呈 し、長軸方位 は、N-75°-Eを 示す。

床 面は、凹凸がみ られ るが、比較的 固 く締 ま り、安定 してい る。床 面上 には、一西辺近 く

に径30×45cm、 深 さ45crn、 中央に径30crn、 深 さ25cm、 さらにその北 に径40・20cm、 深 さ
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10号 住居跡

(第15図)

(第17図)

10cmの 規模 をもつ ピッ トが検出 されている。前2者 は、2段 掘 りである。

覆土 は、上層 は炭化物粒 ・焼土粒 ・明黄褐色酸化岩石粒 を含む暗青灰色 シル ト質粘:ヒ(7

層)、 下層 はマ ンガ ン粒 ・焼土粒 ・炭化物粒 ・明黄褐色酸化岩石流 を含 む灰色 シル ト(8

層)が 堆積 してい る。

遺物 は、須恵器圷(1・2)、 須恵器高台椀(3)、 土師器 台付甕(4)が 出土 しているが、

表面 の磨滅 した ものが多い。

皿区 ・D-37グ リッ ドに位置す る。南西側10cm程 で9号 住居跡 に隣接 し、西側 は11号

住居跡 に切断 され ている。東辺南端部及 び南辺部分が確 認 され たに過 ぎず、北側 の大半 は

未調査 区に入っている。

壁 は、 ほぼ直立 している。 ライ ンの詳細 は不 明で あるが、南辺 の西端が北 にカーブを描

くこ とか ら、U号 住 居跡 に切 断 され る部分が西南隅にあたる とみ られ る。そ うであるなら

ば、南辺 は1.85rnを 測 るこ ととな り、これが本住居 の短辺 を示す と思われ る。東辺 は40cm

しか知 り得ないが、 これ を長辺 とする とその方位 は、N-8°-Wを 示す こととなる。

7
　ζ二

笏　 　 ～-6

繕 套霧

C

9号 弓0号 ・

幽 雛
一C'D・ ・D'

1号 柱 居跡 、9号 土 坑土 層

鋭
E F・ ・F'

M
1表 土、耕作土。

2青 灰色(5BG5!1)粘 土。浅間A火 山灰粒を多量に含む。

灘1熱 讐読臨_佃
シル ト粒を多量に含む。

7暗 青灰色(10BG411)粘 土。炭化物粒、焼土粒、明黄褐色(25Y618)

酸化岩石粒 を多量に含みシル ト化 している。

第15図9号 ・10号 ・11号 住 居 跡 、

・G'G・

鰻
8灰 色(N411)シ ル ト。少量のマンガン粒、酸化岩石粒、焼:ヒ粒、

炭化物粒を含む。

9灰 色(N4〆)シ ル ト。マンガン粒、酸化岩石粒 、焼土粒、炭化物

粒を愈む。

㎜
H

9号 土坑

OL==24.000皿2m

ト===土====」1,60
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11号 住居跡

(第15図)

(第17図)

12号 住居跡

(第16図)

床面 は、波状 を呈す るが、比較的固 く安定 してい る。柱穴等は検 出されていない。

覆土 は、9号 住居跡上位覆土 と同一の、炭化物粒 ・焼土粒 ・明黄褐色酸化 岩石流 を含 む

暗青灰色 シル ト質粘土(7層)で あ り、 さらに上面 に炭化物粒 ・焼土粒 ・明緑灰色 シル ト

粒 を含む青黒色粘 土(6層)が 堆積す る。なお6層 は、9号 住居跡、11号 住 居跡上位 にも

連続 して堆積 している。

遺物 は、須恵器圷(1)が1点 出土 したのみである.こ の杯 は底 部のみであるが、 中央

部が穿孔 されてお り、紡錘車 として利用 され ていたもの と思 われ る。

III区・D-37・38、E-37・38グ リッ ドに位置す る。東辺北東部で10号 住居跡 を切断 し

てい る。南半部 では、パイ プライ ンの掘 削溝 によって切断 され ている。北及 び南側 は、未

調査 区に入っている。

壁 は、 ほぼ直立す るが、崩落 した部 分が多 く、全体 でかな り曲折 した ライ ンを呈す る。

東辺2.55m、 西辺2。7rn範 囲が確認 され てい る。東西両辺が長軸 と思 われ、その方位 は、N

-23°-Eを 示す。短軸 は、3.Omを 測 るこ ととなる。

床面 は、ほぼ水平 であるが硬 度が少 な く、安定 しない。また中央 ピッ トか ら東南部分は

1段 下 がる。西側 との段差 は10cmほ どであ る。中央部 には2段 掘 りピッ トが2穴 穿たれ

ている。東側 ピッ トは、径35cm、 最深部65cm、 西側 ピッ トは、径60×35cm、 最深部55cm

を測 る。その他 小 ピッ トもみ られ るが、いずれ も浅い。

覆土 は、炭化物粒 ・焼土粒 ・明黄褐色酸化岩石粒 を含む暗青灰 色 シル ト質粘 土(7層)

であ り、10号 住居跡 と同…である。 しか し、明確 には区別はで きないものの、10号 住居跡

覆土 と比較す ると、一段 とシル ト化 している。

遺物 は、須恵器圷(1～3)、 須恵器短頸壷(4)が 出土 している。

皿区 ・E-38・39グ リッ ドに位置す る。東辺 の一部 をパ イプライ ンの掘 削溝 によって切

断 され、北西隅で4号 竪穴 を切断 してい る。また南半 は、南側未調査 区に入ってい る。

一一12号 住居跡土層

A・ ～ ・A'

・じ一 一 一 ～ ミ ニ ニこ=論

恥一一～ 二 τこ一 ＼¥羅 一一一ご一 一」
r～/歪 込・一一{・

%瀦
第16図12号 住 居 跡

1表 土、耕作土。

2青 灰色(5BG5/D粘 士.浅 間A火 山灰粒を多量に含む。

3青 灰色(5BG611)粘:ヒ 。浅間A火 山灰粒を含む。

竺 眠 青黒色 脇2!1)趾 混在層・
b青 黒色(5BG211)粘 土。炭化物粒、焼土粒、明緑灰色(5G711)

シル ト粒を多量に含む。

6暗 青灰色(1⑪BG4m粘 土。炭化物粒、焼:ヒ粒、明黄褐色(25Y6!8)

酸化岩石粒を多量に含みシル ト化している。

7暗 青灰色(5BG3!1)粘 土。炭化材粒、焼土粒、5層 ブロック、酸

化岩石粒多量に含む。

8灰 色(N4!)シ ル ト。少量のマンガン粒、酸化岩石粒、焼土粒、

炭化物粒を含む。

9灰 色(N41)シ ル ト。マンガン粒、酸化岩石粒、焼土粒、炭化物

粒を含む。

10黒 宇長F色(25Y3!D辛 占ニヒ。白色糸縷粒、炭イヒ物粒、酸イヒニ岩石粒、土二暑曇

片を含む。

OL=24.800m2m

ト===±===」1・60
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第17図9号 ・10号 ・11号 ・12号 住 居 跡 出土 遺 物

9号 住 居 跡 出土 遺 物 観 察 表(第17図)

9_

_、
12～1

10C幣

14

第8表
Nα 器 種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 須恵器 ・圷 (12.0) ①⑤ ② 灰 1/8 口辺部吸炭

2 須恵器 ・圷 6.8 ①②⑥ ② 灰 白 底部豆2 表面磨滅

3 須恵器 ・高台椀 圃… … 一 一 7.8 ①⑥ ② 灰 1/2

4 ± 師器 ・台付甕 　 ④①⑥ ② 明赤褐 底部1/5 台内外面共煤付着

第9表10号 住居跡出土遺物観察表(第17図)
No

1

器 種

須 恵器 ・圷

口径 器高 底径

(74)

胎 土

⑤①②⑥③

焼成

①

色 調

灰

残存率

底部1/2

備 考

,底部中央穿孔痕あ り

第10表11号 住居跡出土遺物観察表(第17図)
Nα 器 種 曜1器 高1 底径 胎 ヒ 焼成 色 調 残存率 備 考1

1 須 恵器 ・圷 一 (7.2) ⑤⑥③② ③ 灰 底 部1/4 内面 にぶい機。表 面磨滅1

2 須 恵器 ・圷 (6,7) ①⑤② ③ 灰 白 底 部1/2 底部穿孔か。

3 須 恵器 ・圷 6.0 ①②③④⑥ ② 灰 底 部2/3

4 須 恵器 ・短頸壼1一
ヨ

②①⑥ ① 灰
§

肩一部1外 面自然紬付着・}

第11表12号 住居跡出土遺物観察表(第17図)

No

1

器 種

須恵器 ・蓋

口径

(/58)

器高 底径 胎i

①②④⑥

焼成

②

色 調 残存率

褐灰 口縁部1/8

備 考

(第17図) 壁 は、 ほぼ直立す るものの、下端部 で緩傾斜 とな り、丸み を持 って床へ移行す る。壁 ラ

イ ンは直線 を呈 し、東 西辺 は並行す るものの、北辺 はこれ らと直交 しない。北東隅は丸み

をもつが、全体 では台形 を呈す る と思われ る。北辺 は3,45mを 計 り、東 西辺 はそれ ぞれL55

1n、0.65m分 が知 れるのみで ある。東 西辺 の方位 は、N-23°-Eを 示す。
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13号 住居跡

(第18図)

(第19図)

床面 は固 く、安定 してい る。中央北西隅寄 りに深 さ10～15cmで 矩形の窪 みがみ られ る。

覆土 は、上位 に炭化物粒 ・焼土粒 ・明黄褐色酸化 岩石粒 を含 む暗青灰 色粘 土(6・7層)

下位 にはマ ンガ ン粒 ・明黄褐色酸化岩石粒 ・焼土粒 ・炭化物粒 を含 む灰色 シル ト(8・9

層)が 堆積 している。 この うち6層 は7層 に比べてシル ト化 し、7層 には さらに上層の青黒

色粘土(5層)ブ ロックを含 んでいる。9層 は8層 に比べてマ ンガン粒 の含有量が多い。

遺物 は、須恵器蓋(1)が 出土 してい る。

W区 ・D-103・104、E-103・104グ リッ ドに位置す る。南半及 びカマ ド前は、パ イプ

ライ ンの掘削溝 によって、 また西壁 の一部 は1号 井戸跡 に よって切断 されてい る。また北

半は、北側未調査区に入 っている。

壁は、ほぼ直立す る。西辺は、外 に脹 らみをもつが、概 ね東辺 と平行す る。西辺はL60

m、 東 辺はカマ ドを除いて0.40m分 が知れ るのみであるが、主軸は410mを 計 り、方位 は

N-94°-Eを 示す。主軸 を長軸 とす る長方形 を呈す る と思われ る。

床 面は固 く、安定 してい る。西辺寄 りに小 ピッ トが2穴 み られ るが、深 さ8～10cmと 浅

く、断面形 も逆台形 を呈す る。

カマ ドは、東辺 に設置 されてい る。火床 の大半は竪穴 内に位 置 し、幅55cmを 計る。長 さ

は、前面が切 断されてお り知 り得 ないが、現状では1.05mを 計 る。平面形 は、長 円形 を呈

す る。床 ・壁共 に強 く被 熱 している。床 は前面が深 く、直線的 に緩 く傾斜 して奥壁へ移行

・A'
13号 住尉 蠣

漏鰹 証灘 ζ勾灘蕪
撹 乱5に ぶい赤離 伽 皿 、!、)粘土、灰色 醜1)

_一 粘土・緑灰色(・ ・G6!1)シ ・・トの混蝋 ・土器
__　 片を多量に含む.

6暗 灰色(N3!1)を 主体 として緑灰色(10G6!1)

シル ト粒、ブロック、炭化材粒、多量に土器片

AL湿24"800m-一 ・A'を 含む。

76層 と同一であるが緑灰色シル トが主体となる。

9炭 化物、灰を主体に6層 が混在 し、中央に純炭

化物層。

10暗 灰色(N3!)シ ル ト。緑灰色(10G6/1)シ

ル ト粒、炭化物粒を含む。

11灰 色(N5〆 〉シル ト。浅間A軽 石粒、小礫を

多量に含む。

12黄 灰色(2.5Y4!1)粘 土二。浅間A軽 石粒、礫、

木片を含む。

B・一 … 一・8'C.一.C・E・ ・E11312層 がふかふか状況を是する・

娠.
病_～ 妊31～ ÷～ ≧三 三

泌5〔 隔 、4・ ・… ・
q　 憲

ピ 訓

磯 繕

聡 翻
OL茸25.400m2m

ト ー ニヒ===圭 ・60

繕甜

膨

二祓
髪

第18図13号 住 居 跡

膨
14灰 色(N4ノ)粘 土。 灰オ リーブ(7.5Y6!2)シ

蕊 欝∴ ご∵杷
ル トブロックの混在層。炭化材、焼土小ブロッ

クを含む。

16灰 層。焼土ブロックを多量に含む。

17灰 と灰オ ヲーブ 〈7.5Y6!2)シ ル ト混在層。少

量の炭化物粒を含む。
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7
墨

驚野

…-z

鐙,

層 翼
＼ 、華＼,遍

010Gm

ヒ=:=====土======ヨ1:4

第19図13号 住居跡出土遺物

第12表13号 住居跡出土遺物観察表(第19図)

Nα 器 種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 須恵器 ・圷 (13.7) 3.4 (6.6) ①②③⑥ ① 灰 1/3

2 須 恵器 ・圷 (13.6) 　 ⑤①⑥② ① 灰 口縁部1/5

3 須 恵器 ・高台椀 一 一 8.5 ①②⑥ ① 灰 下位のみ

4 土師器 ・圷 13.4 4.2 6.8 ②④①⑥ ② にぶい榿 1/2 内外面煤付着。 二次加 熱

5 土師器 ・圷 (10.1) 一　 一 一 ②③⑥⑤ ② 明赤褐 1/5 一部吸炭

6 土師器 ・甕 (18.4) 一 一 ②①④⑥ ② にぶい褐 ⊥位 の 一部 内外面煤付着

7 土師器 ・甕 (12.3) 一 一 ②④①③ ② 明赤褐 目縁部1/4 外面煤、 内面炭化物 付着

8 土師器 ・甕 　 (4,6) ③②①④ ② にぶい禮 底 部1/2 外面煤付着

14号 住居跡

(第20図)

(第21図)

す る。奥壁 は段 を成 し、火床 よ リ若 干強 い傾斜で煙 道部 へ と連続す る。煙道部 北壁 は、北

側 未調査 区に入 ってお り全体の形態は不 明であるが、南壁 は東端部で丸み をもち、煙道部

の終焉 を想 定 させ る。恐 らく煙出 しに向けて徐 々に幅 を狭 めているもの と思われる。現状

で長 さ75cmを 計 る。

覆 土は、上層が鈍 い赤褐色粘土 ・灰色粘土 ・緑灰色シル トの混在層(5層)、 下層 が緑灰

色 シル ト粒 ・ブロック、炭化物粒 を含 む暗灰色粘土(6層)で あ り、また、組成 は6層 と

同一 であるが、緑灰色 シル トが主体 となる7層 が、床上に堆積す る部分 もみ られ る。いず

れ の層 も土器小片を多量 に含 んでい る。

遺物 は、小 ピッ ト周辺 とカマ ド内の2箇 所 に集 中している。前者 には須恵器圷(2)、 須

恵器高台椀(3)、 後者 には須恵器圷(1)、 土師器圷(4・5)、 土師器甕(6～8)が み

られ る。

冊区 ・D-104・105グ リッ ドに位置す る。南半はパ イプライ ンの掘 削溝 、東辺 は1号 井

戸跡 に よって切断 され てい るが、15号 住居跡の上半 を切 断 ・削平 している。 また北 半は、

北側未調査 区に入っている。

本住居跡 は、15号 住居跡 の覆土 として扱 っていた灰色粘土 ・黄褐色粘 土 ・マ ンガ ンがそ

れ ぞれ ブ ロック状 を呈 し、同 じ割合で混在 し、炭化物粒 を含 む土層(6層)の 下位 が、固

く締 まって面 を成 していたため、 この面 を追及 して調査 区を北西側 に僅 かに拡張 したとこ

ろ、15号 住居跡 の北壁 を切 断 している本住居跡の西壁 を15cm分 検 出 したもの である。東

辺側 は、6層 と同位 に、10層(6層 と同一構成 であるが、炭化物粒 の含有率 が高い)が 堆
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C・
・C'

A'

14号 ・窪5号 住居跡土層

雛

1表 上、耕 作土,

＼ 2暗 青灰色(5BG3!1)粘 土粒、黄褐色(10YR516)粘 土粒、マン

＼ ガン粒の混在層。白色軽石粒 を含む。

＼ 3灰 色(75Y6!1)粘 土。浅間A軽 石粒を含む。

414層 とほとんど同一様相を呈するが緑灰色(10GY6!1)シ ル ト

粒、白色軽石粒、土器片を含む。

5灰 色(N4!の 粘土。黄褐色(10YR5!6)粘 土粒、マンガン粒が

ほぼ同じ割合で混在し土器片を含む。

65層 と構成土は同じであるがそれぞれがブロック状を呈し炭化材

粒、土器片を含む。

7灰 色(N5!)シ ル トに炭化物を霜降り状に含む。帖 り床の可能性

が高い,

87層 と同一構成であるが炭化物の含有率が高い。

96層 と同一構成であるが炭化物の含有率が高い。

D・ 一 ・D'lo5層 と同.構 成であるが炭化物の含有率が高い。

11カ マ ド内灰履。最上面に炭化物層、焼土小ブロックを含む。

12カ マ ド内灰層。上、下面に炭化物層、焼土大ブロックを含む。

13灰 色(N5!)シ ル トを基盤 として黄褐色(10YR516)粘 土粒、

マンガン粒を含む。土器包含。

14灰 色(N5!)粘 土粒、黄褐色(10YR5/6>粘 土粒、マンガン粒

の混在層。

15灰 蓮(7.5Y6!1)シ ル ト。暗褐色(7、5YR31の 粘土ブロック、

浅間A軽 石粒を多量に含む。一一 ・A'

16灰 色(N51)シ ル ト。浅間A軽 石粒、小礫を多量に含む。

・論 一i奮 簾霧 犠難 汐紘離木譜
19灰 を主体として炭化物粒、焼土粒 ・ブロックが混在。--18

20焼 土ブロックを主体として炭化物粒、灰が混在。

灘 議 潭鯖艶 　 　 　
OL;24.800m 2m

160

第20図14号 ・15号 住 居 跡

欝
箋轡

1 2
曝

'
睡1璽 噛・

こ:＼

欝l
rイ'3

一

灘
!5-1

」・鴎;帆 .汽

難翫
〆
15-3

010cm
ヒ=:====-14

第21図14号 弓5号 住居跡出土遺物

積 してい る。 しか し10層 の東縁 は、1号 井戸跡 に よって切断 されてい るため立ちLが りが

み られず、本 住居跡 の規模 ・形態 共に不 明であるといわ ざるを得 ない。 一応、現段 階で知

れ る 規 模 は東 西3.90rnの 範 囲 の み で あ る 。 西 辺 の 方 位 は 、N-4°-Eを 示 す 。

床面 は固 く締 ま るが、凹凸がみ られ、安定 しない。西辺寄 りでは、ユ5号住居跡床面 と同
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第13表14号 住居跡出土遺物観察表(第21図)

No 器 種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 須恵器 ・圷 (12,4) 3.2 (6,0) ②⑥④①③ ① 灰 1/2

2 須恵器 ・圷 12.2 4 6 ⑤①②⑥ ② 灰 5/6

3 須恵器 ・高台椀 一 一一 8 ②①⑥ ③ 灰 白 1/10

第14表15号 住居跡出土遺物観察表(第21図)

Nα 器 種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 須恵器 ・圷 (13,0) 3.7 6ユ ⑥①② ① 黄灰 3/5

2 須恵器 ・圷 11.7 3.8 6.2 ①⑥ ① 青灰 9/10 口辺部吸炭

3 土師器 ・甕 (21.2) 　 一 …一一 ①②③④ ① 明赤褐 口縁部1/4

4 磨石 長 さ5.5幅6.5厚 さ5,7
…面使用。軽石製

15号 住居跡

(第20図)

(第21図)

16号 住居跡

(第22図)

(第23図)

レベル まで下 がる部分 もみ られ る。

遺物 は、床 面上か ら須恵器圷(1・2)、 須恵器高台椀(3)が 出土 している。

顎 区 ・D-105・106、E-106グ リッ ドに位 置す る。南半 はパイ プライ ンの掘削溝、カマ

ド上面 は、1号 井戸跡 に よって切断 されてい る。

壁 は、ほぼ直立す る。西辺 は僅 かに脹 らみ をもつが、 ほぼ直線 を成す 。各辺 は、撹乱溝

に よる切 断、及 び北側 未調査 区であるこ とによって寸 断 され てお り、北辺075m、 西辺1.15

m、 東辺 はカマ ド部 を除いて0.85m、 南辺は0,70mが 計れ るのみであ る。 しか し、北西 と

南東 両隅が検 出されてい ることか ら、本住居跡 は、長軸4,30m、 短軸2.85mの 規模 をもつ

ことが知れ る。長軸 を主軸 とした長方形 を呈す る。主軸方位 はN-86°-Eを 示す。

床面 は、 固 く安定 している。柱穴等 は、検 出 され ていない。

カマ ドは、東辺 に設置 され ている。火床 は、大部分 が竪穴外 に張 り出す。南半部が深 く

北 半部 が浅い。 また、前面 が浅 く、奥 に向けて深 くなる とい う、特 異な断面 を示す。斜 面

上 に堆積す る灰層(11・12層)に つい ては、14号 住居跡 に帰属す るこ とも考 えられたが、

両層 の上面 が固 くな り、両層 が14号 住居跡 の床 として使用 されていた と判 断 され、本住居

跡 カマ ド覆 土 としたものである。火床 の壁 ・床 は、共 に被熱面が剥離 してお り、1号 井戸

跡 に よる削平 と未調査 区へ の延伸 もあって、規模 ・形態 は不明 といわ ざるを得 ないが、竪

穴東壁 とカマ ド東壁 の角度 か ら、カマ ド全体 の形態 は、概ね三角形 を呈す る と思われ る。

現状 では前面幅70cm、 奥行 き97cmを 計 る。

覆土 は、炭化物 を霜 降 り状 に含む灰色シル ト(7・8層)が 堆積 しているが、両層 とも

14号 住居跡 の床面 として、固 く締 まっていた。

遺物 は、北西隅付近 か ら須恵器杯(2)、 土師器甕(3)、 カマ ド脇南東隅付近の灰層中

か ら須恵器圷(1)、 覆 土中か ら軽石製砥石 が出土 してい る。

孤区 ・D一 ユ05・106、E-106グ リッ ドに位置 してい る。大半は、北側及び西側の未調

査 区に入 ってい る。また南 隅は、壁がパイプ ライ ンの掘削溝 によって削除されてお り、床

面 のみが残存 していた。

壁 は、南西辺 と南東辺 の一部 が検出 され、一部 削除 され た部分 も含め ると、それ ぞれ135

m、2,55mを 計 る。両辺はほぼ直角 に配 され、南東辺 の方位 は、N-65°-Eを 示す。方形

を基本 とした形態 を呈す るもの と考 えられ る。壁体 は、 ほぼ直立す る。
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し_一__　 -

AA'

16号 住居跡土層

離　 1隊

嬢 ＼＼

(下面/
,…./ジ §
心/ノ

㊥

oO5m
ヒ====ゴ1㌃30

圓]

1表 土、耕作土。

2暗 青灰色(5BG3!1)粘 土粒、黄褐色

(10YR516)粘 土粒、マンガン粒の混

在層。白色軽石粒を含む。

3灰 色(N51)粘 土粒、黄褐色(10YR

5〆6)粘土粒、マンカン粒の混荏層。

4灰 色(N5!〉 シル トを基盤 として黄褐

色(10YR5/6)粘 土粒、マンガン粒をOL=25.400m2m

含み、土器包含.L=::::==二:土=::::=:::=:」1:60

第22図16号 住 居 跡

床面 はやや固 く、安定 してい る。南

東辺直 ドには126・85cm、 深 さ14cmの 長

円形 ピッ トがみ られ る。他 に柱穴等は、

検 出されていない。

覆士 は、黄褐色粘土粒 ・マ ンガ ン粒

を含 む灰色 シル ト(4層)が 堆 積 じ、

上位 には4層 と同一構 成 であるものの、

黄褐色粘土粒 ・マ ンガ ン粒 の量 が増加

し、灰色 シル トと混在(3層)し ている。

遺物 は、長 円形 ピッ ト内か ら、一ヒ師

器台付甕 が3個 体(1～3)出 土 して

いる。南側か ら北 に向 けて1・3・2

の順 で配置 され ていた。 中央 の3は 、

1・2と 比 して下位 に位 置す る。3の

上面 には東西 に円礫 が2個 配 されてい

た。円礫 は、 ピッ ト南東端 にも1個 検

出 され ている。

第23図16号 住居跡出土遺物
010cm
ヒ====ニ ゴ===1幽4

第15表16号 住居跡出土遺物観察表(第23図)
Nα 器 種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 土師器 ・台付 甕 21.6 24.7 10.3 ⑥①④② ② にぶい樫 9/10 外面煤、内面炭化物付着

2 土師器 ・台付 甕 14.1 一 　 一 ①④⑥③② ③ にぶい榿 台部欠 外面煤、内面炭化物付着

3 土師器 ・台付 甕 13.4 一 一 酎 ⑥②③① ② 樫 h半2/3 外面 一部煤、内面一部炭化物 付着

B竪 穴 状 遺 構 竪穴状遺構 は、H区 に3基 、皿区に1基 、皿区 に1基 の計5基 が検 出されてい る。

竪穴住居跡 と同様 、方形 を基本 とした形態 を呈す るものの、床 面が軟 弱であ り

安定 しない もの(1号 ～3号)、 形態が不明瞭 であ り、床面 も固 く締 まるものの安定 しない もの(4号)

床面 が固 く締 ま り安定す るものの、形態が不明瞭 なもの(5号)が ある。
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1号 竪穴

(第24図)

(第28図)

2号 竪穴

(第25図)

(第28図)

H区 ・D-24、E-23・24グ リッ ドに位 置す る。西辺 の大部分 を2号 」二坑 によって削除

され、 中央部 はパ イプ ライ ンの掘削溝 によって削除 されてい る。また西南部 は南側未調査

区に入 ってい る。

壁 は、ほ ぼ直立す るが、直線 を成す部分 が少 ない。北 辺(長 軸)2.05m、 東辺(短 軸)

は1.85mを 計 り、南辺 と西辺 は、現状 でそれ ぞれ35cm、55cm分 が知れ る。全体では、や

や歪ではあるけれ ども、東西方向に長軸 を持つ長方形 を呈 している といえる。北辺の方位

は、N-94°-Eを 示す。

床 面は、ほぼ水平で あるが柔 らか く、不安定 である。柱 穴等 は検 出されていない。

覆 土は、軽石粒 を含み、オ リーブ灰色 シル トブロックを帯状 もし くはブロック状 に含む

灰色粘 土(5層)が 堆積 す るが、竪穴 内の大部分 には褐灰色 シル ト質粘 土(7層)が 堆積

している.5層 の上 面には、軽石粒純 層(4層)、 さらには軽石粒 を多量に含 む灰色粘土層

層(3層)と 続 く。軽石粒純層 は、 ところによって5cmの 厚み をもつ。

遺物 は、内黒の椀(1)が1点 出土 したのみである。

H区 ・D-25、E-25グ リッ ドに位置す る。西隅 を3号 竪穴 に、南半 の大部分 はパイプ

ライ ンの掘削溝 によって削除されてい る。 また東隅か ら南隅 にか けては、3号 溝 に削平 さ

れ てい る.壁 は、ほぼ直立す る部分 と緩傾斜 を示す部分がみ られ 、直線 を成す部分が少 ない。

A-… 一一

渓

A・ 一 一一
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三さ言 墨藻毫 窪嚢蕪舗y=円

灘 霧 磁
1号 竪 穴、2号 土 坑、1号 ・2・弩溝土 層

1表 一ヒ、耕作 土。

2灰 色(10Y5!1)粘 土層(シ ル ト質)。

談 難 野 、,、士_粒 癒 。,一ブ灰色 、1。。、1、、。,。_ク を、帯状、、,はブ

ロック状に含む。

6暗 灰色(N31)樹 一層(シ ルk質).上 位に軽石・1・粒を含む.部 分白勺に炭化物を霜降 り状に含む・

7褐 灰色(1⑪YR61/)粘 土層(シ ル ト質)。

8オ リーブ灰色(5GY611)粘 土層(シ ル ト質)と 第6層 の混荘層。

第24図1号 竪 穴 、2号 土 坑 、

9撹 乱土

lo卵 黄色砂

1号 ～3号 溝

ト===ゴ===ヨ1、60
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ん 一 一

2号 ・3号 竪穴土層

1表 土、耕作 土。

2暗 青灰 色(工OBG4m粘 土。 白色 火 山灰粒 、小礫 、酸化 鉄、 ビニール を含 む。

3青 灰 色(10BG511)粘 土.白 色火 山灰粒 、酸化鉄 粒、青 黒色(10BG2!1)粘 土

ブ ロ ックを含む。

43層 と同様 で あるが、 酸化鉄粧 の含 有が多 い。

5灰 白色(5Y711)粘 土層(シ ル ト質)。 灰 白色(5Y712)シ ル トを部 分的に含 む。

6灰 白色(10Y711)粘 土層(シ ル ト質)。 灰色(N5〆)シ ル ト土粒 が点在す る。

7灰 色(5Y611)シ ル ト。 酸化鉄 を全体的 に、灰 白色(10Y7!1)シ ル トを小 ブ ロッ

ク状 に含む。

8灰 色(5Y6!圭)シ ル ト。 灰 白色 く5Y7!2)シ ル トを苧 ブ ロック状に、炭 化物粒 を

微 量に含 む。

9暗 青灰 色(10BG311)粘 土。青灰 色(10BG5!1)粘 土ブ ロ ックを含 む。

/0灰 オ リーブ 色(7.5Y6/2)シ ル ト。全体 的に 浅黄色(5Y713)シ ル トを含 み、酸

化鉄 を微 量に・含む、

11黄 灰色(2.5Y6!1)シ ル ト。炭化物粒を微量に含む。

12暗 青灰色(10BG3!1)粘 土及び青灰色 ⊂10BG5!1)粘 土の混在層。

13青 灰色(10BG5!1)粘:ヒ 。酸化鉄粒、青黒色(10BG2〆1)粘 土ブロック、土師

器片(国 分期)を 含む,

14灰 色(N4ノ)粘 土層。オリーブ灰色シル トブロックを含む。

15灰 色(10Y7!1)シ ル ト。炭化物を少量に含む。

ユ618層 に近似するが軽石粒の含有が少ない。

ユ7火 山灰純層。

18灰 色(N4!)粘 土層。軽石粒を含む。オリーブ灰色(10Y6/2)シ ル トを、ブロッ

ク状に含む。

三9暗 灰色(N3!)粘 土層(シ ル ト質)。上位に軽石小粒を含む。部分的に炭化物を

霜降り状に含む、

2016層 と2ユ 層の混在層。

21褐 灰色(10YR6/1)粘 土層(シ ル ト質)。

OL瓢24.600m2m

ヒニ===ゴ=一1、60

第25図2号 ・3号 竪 穴

3号 竪穴

(第25図)

…応北辺2 .50m、 西辺1.55m、 南辺2.201n、 東辺2.35mを 計 り、変則的な菱 型を呈す る。

北辺 の方位 はN-78°-Eを 示す 。東辺北 端部 と南辺 中央南西 隅寄 りは ピッ トが穿 たれて

いる。前者は60・41cm、 後者 は53×43cmの 規模 で、共 に長い 円形 を呈す る。深 さはそれ ぞ

れ18cm、23cmを 計 る。

床面 は、 ほぼ水平で あるが柔 らか く、不安定である。柱穴等 は、検 出 され てい ない。

覆 土は、上位 に軽石小粒 を含 み、部分的 に炭化物 を霜降 り状 に含む暗灰色 シル ト質粘 土

で ある。竪穴 の深 さは15cm程 である,、東辺及び南辺に見 られ たピッ トも同.一一である。

遺物は、須恵器圷(1・2)が 出土 し、いずれ も底 面周辺部 回転箆削 りが施 され てい る。

n区 ・D-25・26、E-25・26グ リッ ドに位置す る。北東隅及び南半 はそれぞれ未調査

区に入 っている。南西隅では2号 竪穴 を切 断 してい るものの、北西隅 は5号 溝 によって、

また中央部 はパイプ ライ ンの掘削溝 によって切断 されてい る。

壁 は、 ほぼ垂直であ るが、一部崩落 している部分 もある。各辺の検 出され た長 さは、北

辺2.70m、 東辺2。00m、 南辺0.95mで ある。その結果本竪穴 は、短辺3.151nの 台形 に近い
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・方位 は、N-84°-Eを 示す。

安 定 である。柱穴等は、検 出されていない。

ク状 に、酸化鉄 を全面 に含む灰色シル ト(7層)で あ

層)が 堆積 してい る。遺物 は、検出 され てい ない。

位置す る。北側及 び南側 は、それぞれ未調査 区に入っ

ミって切断 され ている。

辺 は、直線 を成すが、 一直線 とはな らず、凹凸が激 し

一定方 向を示 し、並行 とな る。間隔は、470mか ら5,65

示す。床面 は安定せず、 中央部が盛 り上が り、周辺部

(穿たれ 、径12～62cm、 深 さ8～54cmを 計 る。

易色酸化岩石粒 を含 む暗青灰色粘 土(7層)、7層 と同

む暗青灰 色粘 土(8層)、 白色細粒 ・炭化物粒 ・酸化鉄

で堆積 してい る。

一"　ノ ♂ 一 ハ じ τ 一 電4鰹 穴土層
日14

で へ ・ 蹴 賑_

魯 藩:　 　　一

繕 〆灘瀧
一 一一・A1土 粒、明黄褐色(25Y6!8)酸 化岩石粒を多

量に含む。

8暗 青灰色(5BG311)粘 二 炭化物粒、焼

霊粒、6層 ブロック、酸化岩石粒を多量に

一 …A'含 脇

　 周 一へ9黒 褐色(25Y3!1)粘 土
。白色細粒、炭化

=:=こ コ ー一'、

ン__～_」 髄 ・酸化鮒 土駄 を含軌

こt=プ へ 刊 ・・ 灰色(N4〆)淋 ト・マンカン粒・酸化鉄

1311灰 色(N41)シ ル ト。少量のマンガン粒、

OL-24.000m2m

ト==ゴ===11,60

E__E'FF'13 -一_G二

4号 竪穴

(第26図)

(第28図)

長方形 を呈する と思われ る。

床面 は、緩や かな凹凸 をも

覆土 は、灰 白色 シル トを小

り、上位 に灰 白色 シル ト質料

H区 ・D-39、E-39グ リ

て いる。南東部は、12号 住差

壁は、緩傾斜 をもつ部分が

い。しかしなが ら東 西両辺 は

mを 計 る。方位 は、N-25°

が一段 下が る。大小 のピッ ト

覆 土は、炭化物粒 ・焼土粒

一構成 で、青黒色粘土 プロッ

粒 を含 む黒褐色粘土(9層)

～
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5号 竪穴土層

ユ 表土、耕作±,

2灰 色(7.5Y6!1)シ ル ト。暗褐色(7、5YR3!4)粘 土ブロック、浅間

A軽 石粒 を多量に含む。

3灰 黄褐色UOYR4/2)粘 土層。浅間A火 山灰層の中に大きいブロ

ックを多量に含む。

4黄 灰色(25Y411)軽 石粒、小石を含む。マンガン粒を含む層の中

に下層に起因すると思われる黒色塊が入り込んでいる。

52層 を基盤に黒褐色(2、5Y312)ブ ロックを主体的とした粘土層

(シル ト質)。軽石粒を多量に、炭化物粒を少量に含む。

65層 にシル ト粒を含むことから区別 される。黄灰色(25Y411)シ

ル ト層(粘 土質)。

7黄 灰色(2.5Y4〆1)シ ル ト層(粘 土質)。5層 プロソク、下層に起

因す る砂ブロック、多量に軽石粒を含む。

8黄 灰色(2.5Y4!1)シ ル ト層(粘 土質)。6層 ブロックを多く含み、

9層 と同一と思われる。

9黄 灰色(2,5Y4!1)シ ル ト層。黒褐色ブロック、砂粒、中量にシル

ト粒を含む。

ユ0黒 褐色(10YR311)シ ル ト層(粘 土質)。部分的に砂質ブロック、

シル ト粒、炭化物粒を含む

ll黄 灰色(2,5Y4!1)粒 子の大きな砂による砂層。 ユ3層 に似るがよ

り若干シル ト質、12層 ブロックを含む。

12暗 灰黄色(2,5Y412)シ ル ト層。黒褐色(2.5Y311)粘 土質ブロッ

クを含む。

13黄 灰色(2,5Y4/1)粒 子の大きな砂による砂層。

14黒 褐色(ユOYR3!2)シ ル ト層(粘 土質)。シル ト粒、マンガン粒、

少量に炭化物を含む。

15砂 質層 地山と同～層 と思われるが暗オリーブ(5Y4/3)で 若干

地山より黄色味が強く少量の黒褐色(2,5Y3!1)ブ ロックを含む。

16褐 灰色(10YR411)シ ル 曙.多 量にマンガン粒、軽石粒、シル

ト粒、炭化物を微量に含む。

17オ リーブ褐色(2,5Y3!3)粘 土層(シ ル ト質)。下位を中心にシル

トブロックが入り中量の白色軽石粒、マンガン粒を含む。縦に酸化

鉄による変色部分が入る。

ユ8黒 褐色(2,5Y311)粘 土層(シ ル ト質)。 シル ト塊は若干入るが比

較的均質である。

ユ9緑 灰色(10GY611)シ ル ト。暗灰色(N3〆)シ ル ト粒 ・ブロック

を含む。

20黒 褐色(2,5Y3!1)粘 土質中に暗オリーブ(5Y413)シ ル ト質土が

混じるシル ト層(粘 土質)。7層15層 が混じりあう。

21純 砂層。

22灰 オリーブ層(5Y4!2)シ ル ト層。黒褐色(2 .5Y312)シ ル ト、灰

オリーブ色(5Y4!2)シ ル トを多量に含む。

23灰 オリーブ色(5Y412)シ ル ト層、黒褐色(2.5Y312>シ ル ト、灰

オ リーブ色(5Y4!2)シ ル トをブロック状に含む。

24オ リーブ黒色(5Y311)粘 土質シル ト層。23層 が水を含み粘質を

強くしたものと考えられる。

OL=25.400m2m

ト===ゴ====±160
第27図5号 竪穴

5号 竪穴

(第27図)

(第28図)

遺物 は、覆土 中よ り満遍な く出土 してお り、

器高台椀(6・7)、 須恵器皿(8)、 須恵器壺

等の器種 がみ られ る。

須 恵 器 蓋(1)、 須 恵 器 圷(2～5)、 須 恵

(9)、 土 師 器 圷(10)、 土 師 器 甕(1ユ ～16)

瓢 区 ・D-97・98、E-98グ リッ ドに位置す る。中央部 は東西 にわたって50号 溝 によっ

て・北西辺 の一部 は51号 溝 によってそれぞれ切断 されてい る。また上 面は15号 土坑 によっ

て削平 され、南北 両側 は未調査 区 に入 っている。

壁は、南東辺 の一部及び北西辺 の一部 しか確 認で きないが、 ほぼ垂 直であ り、両辺間は

4.00mを 計 る。南東辺 の方位 はN-53°-Eを 示す 。

床 面は、 固 く締 ま り、安定 してい る。柱穴 ・炉等 は検出 されていないが、住居跡 である

可能性 が高い。東 半部床 面直上 には、炭化物 が広 がる。

覆 土は、壁 際に黒褐色粘土 ブ ロックを含む暗オ リー ブ砂(15層)、 中央部 に向けて、マ

ンガン粒 ・炭化物粒 を含む黒褐色 シル ト(14層)、 黒褐色粘 土ブ ロックを含む暗灰黄色 シ

ル ト(12層)、 黄灰色砂(13層)が 堆積 している。

遺物は、床面上か ら台付甕 台部(1)が 出土 している。
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第28図 竪穴出土遺物

第16表1号 竪穴出土遺物観察表(第28図)
Nα 器 種 n径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 内黒 ・椀 　 一 (5,3) ④②③① ② 燈 下位1/5 底部外面吸炭

第17表2号 竪穴出土遺物観察表(第28図)
Nα 器 種 口径 器高 底径1胎 土 焼成1色 調 残存率 備 考

1 須 恵器 ・圷 一 (8.8) ①⑤⑥
1①1青

灰 底部1履

2 須 恵器 ・圷 　 (7.3) ⑤② ② 灰白 底部ユ/4
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第18表4号 竪穴出土遺物観察表(第28図)

No 器 種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 須恵器 ・蓋 (16.0) 一 一 ②① ① 黄灰 下位1/7

2 須恵器 ・圷 (14.7) 　 ②⑥④① ② 灰 口縁部1/6

3 須恵器 ・杯 (11.8) 一一 一 ①④⑥ ② 灰 口縁部1/8 口辺部吸炭

4 須恵器 ・圷 (11,6) 　 一一一 ①②④⑥ ② 黄灰 口縁部1/6

5 須恵器 弓不
幽一 一 6.0 ①②⑥ ② 灰 1/2

6 須恵器 ・高台椀 (15,6) 一 一 ①②⑥ ③ 灰 白 1/4

7 須恵器 ・高 台椀
一 … (8.2) ②⑥ ② 灰 高台部1/3

8 須恵器 ・皿
一 (7,8) ⑥① ② 黄灰 底部1/2

9 須恵器 ・壼 … 　 ①②⑥ ② 灰 頸部1/6

10 士師器 ・圷 (10.8) 一 　 ② ③ ホ登 口縁部1/8

11 土師器 ・甕 (19,8) 一 一'

①②④ ② 赤褐 口縁部1/3 一部 吸炭

12 土師器 ・甕 (19.0) … 耐 一一一 ①②③④⑥ ② 燈 口縁部1/8 外面一部煤付着

13 ±師器 ・甕 (18,0) 一 一 ③②①④ ② 明赤褐 口縁部1/4

14 土師器 ・甕 (/2.0) 　 　 一一 ①②③④⑤ ② 赤褐 ヒ位 ユ/8 外面煤、内面炭化物付着

151土 師 器 ・甕 (5、0) ①②③④⑥ ② 季登 底部1/2

16± 師器 ・甕 一 　 (4.2) ②①③⑥ ③ 燈 底部1/2 底部外面吸炭

第19表5号 竪穴出土遺物観察表(第28図)

Nα 器 種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 土師器 ・台付甕 一 へ ①③④⑥ ② 榿 台 ヒ部1/4 二次加熱

C土 坑 土 坑 は 、H区 に7基(1号 ～7号)、 皿 区 に5基(8号 ～12号)、vl区 に2基 く13号 ・14

号)、 皿 区 に1基(15号)、 ～彊区 に1基(16号)、 計16基 が 検 出 され て い る.

(単 位m)

土坑名

挿図Nα
調査区 グ リ ッ ド

形 態

段 数

長 径

短 径

深 さ最深

中段

上段

特 記 事 項

1号 土坑

第29図
H区

D-22・23

E-22・23

長円形

三段

1.80十

1.80

0.90

0.52

0.12

上段 は土坑周囲全体 に存在 し、青

黒色粘 土が堆積 してい る。全体 に

投入土の様相 を呈 してい る。遺物

は、須恵器 蓋 ・圷 が出土 してい る。

2号 土坑

第24図
H区 E-24

長円形

二段

1。70十

1.29

0.39

0.24

1号 竪穴 を切断 してい る。覆土 に

軽石粒 を含む。

3号 土坑

第29図
n区 D--27 長 円形

1,05十

〇.36

0.11
6号 溝 ・4号 土坑 と同一 の覆土で

あ り、一体化す る可能性が高い。

4号 土坑

第29図
∬ 区 D-27 長円形

0.75十

〇.96
0.ユ6

3号 土坑 と同様、6号 溝 と一体化

す る可能性が高い。

5号 土坑

第29図
H区 D-28 不明

0.98十

〇.96

0.25 6号 溝覆土 中に構築 され ている。

6号 土坑

第29図
H区

D-29

E-29
溝状

1.32十

〇.38
0.14 E-29ピ ッ ト群 に 切 断 され て い る 。

7号 土坑

第29図
H区 E-32 円形

1.60

1.39
0.59

最深 部が西寄 りに位 置 し、西壁 は

ほぼ垂直 となる。覆土は投 入土。
}
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3号 ・4号 ・5号 土坑土層

磁
㎜

B

1灰 オ リー ブ(5Y612)シ ル ト。 上層は黄 灰色(2.5Y6!1)粘 土を 呈 し炭化物 を微 量に 含む。

卜部に灰 黄 色(2、5Y7/2)シ ル ト粒 と酸 化物 を全面的 に含 み、灰 オ リー ブの色 調を示 す。

2灰 色 〔5Y61Dシ ル ト。灰 黄色(2.5Y7/2)シ ル トを小 プ ロ:ンク状 に、炭化 物 を少 量に 、

小百樂を 含む.「

3黄 灰 色(2.5Y6!1)粘 土層(シ ル ト質)。 灰黄 色(2 .5Y7!2)シ ル トと炭化 物 を微 量 に含 む。

4灰 色(10Y711)シ ル ト。 炭化物 を少 量に含 む。

A・-

1号住居ヅ フ
〆/

湾ノ
/
〆

◎.をc

E29ピ ッ ト群

}{「

謝

・～

蜥鵬

O

・C1

十

E-29

2m

＼

_喉
＼_ ～_

L====士===ヨ1・60

L罵25ρ00mA
・

5灰 色(10Y6!1)粘 土(シ ル ト質)。 灰 オ リーブ色(5Y6/2)シ ル トと炭 化物 を少量 に含む。

6灰 色(5Y6/1>粘 」二(シ ル ト質)。 灰 黄色(2、5Y6!2)粘 土が部 分的 に含み ・部灰 オ1」一 ブ

色 〔5Y6!2)を 呈す る。酸 化鉄 を少量 に含み 、部分的 に火 山灰が 見 られ る。

7灰 色(7,5Y61D粘 .L:(シ ル ト質)。 灰 白色(5Y7/2)シ ルk粒 と 白色小礫 を少 量に含む。

8灰 自色(5Y7!1)粘 土(シ ル ト質)。 酸化鉄 を少 量に 、灰 自 色(5Y7/2)シ ル トを禽む。

__一 ・A'

6号 土坑土層

1

2

3

4

rO

6

7

　,続
毒

G

表土 、耕作 土。

灰色(10Y61ユ)粘 土層(シ ル ト質)。 火山灰 含む 、マ ンガ ン粒 、酸化 鉄多 量に含 む、

灰色(10Y511>粘 土層(シ ル ト質)。

灰色(N4〆)粘 土層(シ ル ト質)。 軽 石粒 を含む。 オ5一 ブ灰 色(10Y6!2)シ ル トブ コックを 、帯

状 も しくは プ ロソク状 に含む。 た だ し軽石層 の純層 はみ られ ない。

青灰色(5Bδ 〆1)シ ル ト。 軽石粒 、小 礫、炭 化物粒 、焼 土粒 、 土器片 が多 く、灰 を含 む。

灰色(N4!)シ ル ト。 小礫 を含む。

青灰色(5BG5〆1)粘 土 、灰色(N5〆)粘 上混在層 。

第29図 土 坑①1号 ・3号 ～7号 土 坑 、E-29・31ピ ッ ト群 、6号 溝
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1°号管 ∴

L=聾 堕oワ
.

2青 灰 色UOBG511)粘 土。 酸化 鉄粒 、日色火 山灰粒 を含む。

8褐 灰色(10YR6!1)粘h層(シ ル ト質『)。

「 ノ 〆 卜

112肚 坑 ＼
4.1ズ …

愚 一 一 ダ ピ嚇 ＼

A。_剃Eよ77卜85＼39讐,
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し、き 一¥
、 一 一 　一 　 一一

E-91E-108

慧1__、 ・T6。 幽 ㎜㎜M
第30図 土 坑 ②10号 ～14号 土 坑 、E-77・108ピ ッ ト群 、14号 ・15号 ・39号 溝
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第32図

第20表1号 土坑出土遺物観察表(第32図)

第21表8号 土坑出土遺物観察表(第32図)

8-i

土坑出土遺物

㎝
図

博
=

○

No 器 種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存率 備 考

/ 須恵器 ・蓋 一一 一 　 ①④ ② 灰 っまみ のみ

2 須恵器 ・圷 (5.8) ゆ③⑥②④ ③ 暗青灰 下位1/4 底部榿色

No 器 種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 土師器 ・甕 (20.4) 一一 ②③④①⑥ ② にぶい赤褐 ヒ半1/4 外面煤、内面炭化物付着

2 ヒ師器 ・甕 (18.0) … 一 　 ②④①③ ② 重登 上位1/8 内面…'部炭化物付着

(単位m)

土坑名

挿図Nα
調査区 グ リ ッ ド

形 態

段 数

長 径

短 径

深 さ最深

中段

上段

特 記 事 項

8号 土坑

第13図
皿 区

D-35

E-35
長方形

2.51十

1.02
0.25

7号 住 居跡 の2次 覆 土が、本量上

面 にも堆積 してい る。遺物 は、土

師器甕 が2個 体 出土 してい る。

9号 土坑

第15図
皿 区 E-37 長円形

1.11十

〇.63

0.23
覆土 は、9号 住居跡 と同一構成で

あるが、僅 かにマ ンガ ン粒 が多い。

10号 土坑

第30図
皿 区 D-40、41 長円形

0.62十

〇.48

0.07 青黒色シル トを覆土 とす る。

11号 土坑

第30図
皿 区 D-43、44

方円形

二段

上2.44

下1.39

0.96

0.56
15号 溝 を切断 している。

12号 土坑

第30図
皿 区

D-46

E-46

円形

二段

上1.28

下0.44

0.72

0.48

覆土は、11号土坑第4層 ・緑灰色シル ト

ブロックを含む青黒色粘土 と同一。

13号 土坑

第30図
VI区 E-84、85 円形 1.49 0.29 39号 溝 を切断 してい る。

14号 土坑

第30図
w区 D-90 不整形

1。84十

〇.53
0.12 青黒色 シル トを覆土 とす る。

15号 土坑

第42図
W区 D-98 長円形

0.62十

〇.78
0.26 5号 竪穴覆土 中よ り構 築。

16号 土坑

第31図
瓢 区 D-115 長方形

1.46

0.64十

0.32
覆土は、軽石粒を多量に含む暗灰

旨

}色 粘土・
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第33図 ピット群出土遺物

第22表E408Pit群NQ1ピ ット出土遺物観察表(第33図)

No 器 種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 須 恵器 ・高台椀 (12.4) 5.2 (5.6) ①②⑥ ③ 灰白 1/6 一部 にぶい燈 色。表面磨滅

2 土師器 ・甕 (22.0) 一 ①②③④⑥ ② にぶい燈 口縁部1/5 外 颪煤 、内面炭 化物付着

3 土師器 ・甕 ヤー 一 閉… (5.1) ①⑥ ③ 明赤褐 底部1/4 外面煤付着

土 坑 の 他 、 ピ ッ トの 集 中 す る地 点 が10箇 所 み られ る 。 し か し ピ ッ トは 、 い く ら か 列 を 成 す 例 も み られ

る が 、 群 を 成 す も の の 遺 構 を構 成 す る と は 認 め が た い も の が 多 く、 そ の 名 称 は 、 近 在 す るEラ イ ン の グ

リ ッ ド名 を 用 い た 。

E-29(第29図)H区D・E-29グ リ ッ ド、3穴 。 径24～38cm、 深 さ12～29cm。1号 住 居 跡 及 び6号 土

坑 を切 断 し て い る 。 覆 土 は 、 オ リー ブ 灰 色 シ ル トブ ロ ッ ク ・軽 石 粒 を 含 む 灰 色 シ ル ト質 粘 土 。

E-31(第29図)D-31・32、E-31グ リ ッ ド、3穴 。 径24～42cm、 深 さ13～ ユ4cm。 覆 土 は 、 緑 灰 色

シ ル トブ ロ ッ ク ・粒 、 酸 化 鉄 を 筋 状 に 含 む 青 黒 色 粘 土 で あ る 。

E-35(第13図)∬ 区D-35、E-35グ リ ッ ド、7穴 。 径18～51cm、 深 さ7～37cm。 覆 土 は 、 多 量 の

小 礫 、 軽 石 粒 、 酸 化 鉄 を 含 む 青 灰 色 粘 土 で あ り、8号 土 坑 と 共 通 す る 。

E-59(第31図)IV区E-59・60、D-60グ リ ッ ド、28穴 。59グ リ ッ ドに 位 置 す る14穴 は 、径11～23cm、

深 さ5～24cmと 小 さ く浅 い も の が 多 い 。60グ リ ッ ドに 位 置 す る14穴 は 、半 数 が 径26～43cm、 深 さ15～

49cmと 大 き く て 深 い ピ ッ トが み られ る 。 し か し半 数 は 、59グ リ ッ ドに み られ る ピ ッ ト と同 様 で あ る 。 深

い ピ ッ トは 、N-59°-Eの 方 位 を も っ て 配 さ れ る 。

薦 一77(第30図)VI区D-77グ リ ッ ド、3穴 。 径18～29cm、 深 さ9～21cm。 覆 土 は 、 軽 石 粒 を 含 む 灰

色 シ ル ト質 粘 土 で あ る 。

蔭 一87(第39図)VI区D-86・87、E87グ リ ッ ド、3穴 。 径19～4ユcm、 深 さ29～31cm。 覆 土 は 、 軽

石 粒 を 含 む 青 灰 色 シ ル トで あ る 。

薦一88(第40図)VI区D-88グ リ ッ ド、4穴 。径16～38cm、 深 さ15～40cm。 覆:ヒ は 灰 色 シ ル トで あ る 。

E-94(第41図)㎎ 区D-94、E-95グ リ ッ ド、5穴 。 径21～36cm、 深 さ16～32cm。 覆 土 は 、 マ ン ガ

ン粒 を 多 量 に 含 む 暗 灰 黄 色 シ ル トで あ る 。

E-108(第30図 ・33図)㎜ 区D-107・108グ リ ッ ド、2穴 。 東 側 ピ ッ トは 、 径34cm、 深 さ27cm。 須 恵

器 高 台 椀(1)、 土 師 器 甕(2・3)が 出 土 し て い る 。 西 側 ピ ッ トは 、 径34cm、 深 さ22cm。 土 師 器 甕 の

破 片 が 出 土 し て い る 。 両 ピ ッ ト芯 々 間 は 、2.05mを 測 り、 方 位 はN-100Q-Eを 示 す 。 覆 土 は 共 に 、 焼

土 粒 を 多 量 に 含 む 青 黒 色 シ ル ト質 粘 土 で あ る 。

践一109(第31図)㎜ 区D-108・109グ リ ッ ド、3穴 。 径24～29cm、 深 さ11～26cm。3穴 は 、 ほ ぼ 一

直 線 上 に 配 置 され 、 芯 々 間 は 、 東 側1.80m、 西 側3.40mを 計 る 。 西 側 ピ ッ トは 、52号 溝 に 切 断 さ れ て い

る 。 こ の こ と か ら 、 同 溝 内 に 、 ほ ぼ 一 定 間 隔 に 位 置 す る1ピ ッ トが 存 在 し た 可 能 性 を 残 す 。 ラ イ ン の 方

位 は 、N-68°-Wを 示 す 。 覆 土 は 青 黒 色 シ ル トで あ る 。
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D溝 跡 溝は、H区6条(1号 ～6号 溝)、In区10条(7号 ～16号 溝)、N区12条(17号 ～28号

溝)、V区9条(29号 ～37号 溝)、VI区11条(38号 ～48号 溝)、 珊 区3条(49号 ～51号

溝)、 皿 区5条(52号 ～56号 溝)と 、1区 を除いてほぼ全域 か ら56条 が検出 されている。

1号 ・2号 溝(第24図 ・44図)D・E-23グ リッ ド。1号 溝 は幅49cm、 深 さユ9cm、2号 溝 は幅36cm、

深 さ16cmを 計 り、方位 はそれぞれN-30°-E、N-1Q-Wを 示す。 ともに底面 は水平で、.k位 に軽石

小粒 を含む暗灰 色シル ト質粘土 を覆土 としてい る。1号 溝 か ら、須恵器蓋(1)が 出土 してい る。

3号 溝(第24図)D-24・25、E-25グ リッ ド。2号 竪 穴の上面 を削平 している。幅40cm、 深 さ8cm

を計 る。方位 はN-75°-Eを 示す。覆土 は、軽石粒 を含 む灰褐色粘土であ る。

4号 ・5号 溝(第34図 ・44図)D・E-27グ リッ ド。4号 溝 は、最大幅62cm、 深 さ38cm、5号 溝 は、

最大幅79cm、 深 さ32cmを 計 り、 ともに北側 に脹 らみをもって湾曲 しているため方位 は計測 できない。

4号 溝 は、暗青色粘土 を覆土 とし、5号 溝 は4号 溝の上面 を削平 してい る。4号 溝か らは、須恵器蓋(1)

圷(2)が 出土 してい る。

6号 溝(第29図 ・44図)D-27・28、E-28グ リッ ド。最大幅63cm、 深 さ35cmを 計 り、北側 に脹 らみ

をもって湾曲す る。覆 土は、青黒色粘土であ り、底面周辺部 に回転箆削 りを持つ須恵器圷(1・2)、 土

師器圷(3・4)が 出土 している。

7号 溝(第34図)D・E-35グ リッ ド。8号 土坑 ・E35ピ ッ ト群 の上面 を削平 している。幅48cm、 深

さ24cmを 計 り、方位 はN-20°-Eを 示す 。覆土 は、浅間A軽 石粒 を含む。

8号 溝(第34図)D・E-36グ リッ ド。幅1.24mの 中に幅40cm前 後 の分離帯 を挟 んで、や は り幅40cm

前後 の2条 の溝が並行 している。東側 は深 さ34cm、 西側 は深 さ30cmを 計 る。断面は、逆台形 を呈す。酸

化 した底 は平坦面 を成 し、南か ら北へ僅か に傾斜 をもつ。2条 の溝のE端 は、 それぞれ平坦 面をもって

外側 に張 り出す。溝 を挟んだ平坦面 の全体幅 は、3.42mを 計 る。方位 はN-22c-Eを 示す。覆土 は、暗

青灰色粘土で ある。

9号 ～13号 溝(第34図)D・E-41・42グ リッ ド。幅28～32cm、 深 さ12cm前 後 を計 る。共にやや 曲線

を成 すが、北 を中心に東 西に10°振 れた範 囲に納 ま る。覆 土 も共通 し、灰色 シル ト質粘上 が堆積 してい

る。 この中で12号 溝 は、幅が4mに 及び、底 面 も平坦 であ り、溝 の状況 を呈 さないが、覆土が共通す る

ため、この中に含 めた。

14号 ・15号 溝(第30図)D・E-43グ リッ ド。幅20～95crnと 定 まらないが、深 さ19～21cmで 安定す

る。やや蛇行す るものの、方位 は概 ねN-10°-Eを 示す。覆1二は、9号 ～13号 溝 と同一の、灰色 シル ト

質粘 土である。15号 溝 は、11号 土坑 に切断 されてい る。

16号 溝(第35図)D・E-44・45グ リッ ド。断面はU字 形 を呈 し、底 は凹凸が激 しい。幅2.12m、 深 さ

52cmを 計 る。強 く蛇行 し、全体 ではほぼ東 西行す る。覆 土は、全面 に砂 粒 ・浅 間A火 山灰粒 が多量 に含

まれ 、底 面付 近は、強 く酸化 している。南側 の立 ち上が り部 に幅8cm、 長 さ1。16m以 上 の木杭 が60cm間

隔で打 ち込 まれてい る。

17号 ・18号 溝(第35図)ユ7号 溝 はD・E-49、18号 溝 はD・E-52グ リッ ド。17号 溝 は、断面緩 いU字

形 を呈 し、幅56cm、 深 さ24cmを 計 る。方位 はN-70°-Eを 示す。南側の一部は、段 を成 して1mほ ど

の広 が りをもつ。18号 溝 も、断面緩いU字 型 を呈 し、幅38cm、 深 さ12cmを 計 る。方位 はN-22LWを

示す。両溝 はほぼ直交 し、覆 土も、僅 かに軽石粒 を含む暗灰色 シル ト質粘 土で共通す る。
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4号 ・5畢 溝土層

1

2

3

4

表土 、耕作 土。

青灰色(10BG5〆1)粘 士。臼色火 軽」灰粒 、酸化 鉄粒 、青 黒 色(108G

2!1)粘 土 ブロ ック を含 む。

青 灰 色(10BG5!1)粘 土 。酸化 鉄粒 、青 黒色(10BG211)粘 土ブ

ロ ック、土 師器 片(国 分期)を 含 む。

暗 青灰 色(108G3!1)粘 土。青 灰色(抑BG511)粘 土ブ ロ ックを

含 む,,

8号 溝

L瓢24.600m

E≡ゴ ≡≡v
._.4

%鰍 嫉嚢 窪蕪嚇騰
__圭一==づ一

3939学

7号 ・8号 溝土層

1表 土、耕作土。

2青 灰色(5BG6〆1)粘 土。酸化鉄、浅間A火 山灰粒を含む。

3暗 青灰&(5BG3!1)粘 土,炭 化材粒、浅間A火 「LI灰粒、

焼土粒 を含む。

42層 と同様であるが、酸化鉄をほとんど含まず密である、、

5暗 青灰色(5BG4/1)粘 土。炭化材粒、焼土粒、白色枯土

粒を多く含む。

63層 と同様であるが軽石粒 をほとん ど含まない。

7黄 灰色(5BG5/1>粘 土。多量の小礫、浅間A火 山灰粒、

酸化鉄を含む。

8暗 緑灰色(7.5GY41/)シ ル ト。小礫を多量に含む。

9灰 色(N5〆)粘 土。軽石粒、炭化物粒を含む。

十

卜43

斜 号 溝10号 溝

m～ __

12号 溝

A・

/今
!

.ン ～.
.A'

O

9号 ・12号 溝土層

1表 土、耕作土

2灰 色(10Y6且)粘 土層(シ ル ト質)。火山灰含む、

マンガン粒、酸化鉄を多量に含む。

3褐 灰色(10YR611)粘 土屡(シ ル ト質)。

4灰 色(7,5Y411)粘 土層(シ ル ト質)。

5緑 灰色(10GY6/1)砂 質土。

6灰 色 αOY5!1)粘 土層(シ ル ト質)。

7灰 色(N51D粘 土層.軽 石粒を多量に含む。

8暗 灰色(N3ノ)粘 土層(シ ル ト質)。上位に軽石

小粒を含む。部分的に炭化物をしもふ り状に含む。

93層 、4層 の混在層。

4m

ヒ=======ゴ:二 二二二=コ 新80

第34図 溝 ①4号 ・5号 ・7号 ～13号 溝
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19号 ～26号 溝(第36図)D・E-51～54グ リッ ド。断面 は緩いU字 形 を呈 し、幅34～68cm、 深 さ4～

11cmを 計 る。方位 はN-30～40°-Wに 集 中す る。覆土 は、僅かに軽石粒 を含む暗灰色 シル ト質粘土で

共通す る。

27号 ・28号 溝(第35図)27号 溝 はD・E-55、28号 溝 はD・E-56グ リッ ド。27号 溝 は、断面逆台形を

呈 し、幅61cm、 深 さ12cmを 計 る。方位 はN一 ユ0°-Eを 示す。28号 溝 も、断面逆台形 を呈し、幅60～

92cm、 深 さ22cmを 計 る。方位 はN-0°-Eを 示す。覆 土 は、灰色 シル ト質粘 土で共通す る。

29号 溝(第36図)D・E-62グ リッ ド。 断面 は緩いV字 型 を呈し、上端幅2.02m、 深 さ68cmを 計 る。

ほぼ直線 を成 し、方位 はN-40°-Eを 示す。覆 土は、炭化物粒 を多 く含む暗灰色粘土であ る。

30号 溝(第36図)D・E-63グ リッ ド。断面 は緩 いU字 型 を呈 し、上端幅1.52m、 深 さ18cmを 計 る。

ほぼ直線 を成 し、方位 はN-38°-Eを 示す。覆 土 は、暗灰色粘土で ある。

31号 溝(第36図)D・E-65グ リッ ド。断面 はV字 形 を呈 し、幅1.22m、 深 さ86cmを 計 る。ほぼ直線

を成 し、方位 はN-40Q-Eを 示す。覆土 は、 シル ト質の ものが多 く、炭化物粒 も多 く含 まれ る。 また、

上 ・中位層 に軽石粒、砂 を含み、下位層 に酸化鉄が多 く含 まれ る。 さらに上位層 には、拳大の礫 が集中

して含 まれ る部分 もみ られた。

32号 溝(第37図 ・44図)E-62～69グ リッ ド。断面 はU字 形 を呈 し、最大幅66cm、 深 さ16cmを 計 る。

直線 を成 し、長 さは1430rnを 計 る。方位 はN-65°-Wを 示す。覆土 は、浅間A軽 石粒 を含 む灰褐色粘

土であ る。33号 及び34号 を切 断 している。遺物は、陶器椀(1)、 天 目椀(2)が 出土 している。

33号 溝(第37図)D・E-68グ リッ ド。断面 は逆台形 を呈 し、段 を成す。上段 幅76crn、 段部幅40cm全

体の深 さ36cmを 計 る。ほぼ直線 を成 し、方位 はN-0°-Eを 示す。覆土は、粘性 の強いオ リーブ黒色

粘土で ある。32号 溝 に切 断 され てい る。

34号 溝(第37図)E-68～70、D-70～72グ リッ ド。断面 は逆 台形 を呈 し、最大幅52crn、 深 さ24cm

を計る。西側 は37号 溝 によって切断 され、それ以上 は延伸 していない。全体 でほぼ直線 を成 し、方位 は

N-30°-Wを 示す。覆土 は、黄灰 色粘 土(9層)及 びオ リーブ黒色粘土(12層)を 中心 に堆積 し、上位

に軽石 の純層がみ られ る。

35号 溝(第37図)D・E-69～70グ リッ ド。近代の溝であ り、34号 溝 を切断 している。

36号 溝(第37図)D・E-70グ リッ ド。断面は、逆台形の崩れ たU字 形 を呈 し、幅L68m、 深 さ32cm

を計 る。ほぼ直線 を成 し、方位 はN-10°-Wを 示す。覆土 は、黄灰色 シル ト、暗オ リー ブ褐色シル ト

質粘土 であ り、38号 溝 と共通す る。34号 溝 との前後関係 は、不 明で ある。

37号 溝(第37図)D・E-72グ リッ ド。断面 は、逆台形 を呈 し、幅72cm、 深 さ52cmを 計る。 直線 を成

し、方位 はN-80°-Eを 示す。覆 土は、粘性の強いオ リー ブ黒色粘 土であ り、33号 溝 と共通す る。

38号 溝(第38図)D・E-75グ リッ ド。断面 は、逆台形 を呈 し、幅 は不明であるが、深 さは38cmを 計

る。ほぼ直線 を成 し、方位 はN-80°-Wを 示す。覆 土は、黄灰色 シル ト、暗 オ リー ブ褐色 シル ト質粘

土であ り、36号 溝 と共通す る。上面には軽石粒 の多量 に含 まれ た黒褐色シル ト質粘土層が堆積 す る。

39号 溝(第38図)D・E-84グ リッ ド。断面 は、逆台形 を呈 し、幅46cm、 深 さユ6cmを 計 る。ほぼ直線

を成 し、方位 はN-85°-Eを 示す。覆 土は、オ リー ブ黒色粘土で あ り、13号 土坑 に切断 されてい る。

40号 溝(第38図)D・E-85グ リッ ド。断面は、逆台形 を呈すが、西側 が一段下がる。幅62crn、 最深

部16cmを 計 る。やや 湾曲す るが、方位 は概 ねN-33°-Eを 示す。覆 土は、オ リーブ黒色粘 土である。
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41号 溝(第39図 ・44図)D・E-87グ リッ ド。42号 溝 に切 断 され てい る。底面 は、 中央 に分離帯 を挟

んで2条 の溝 が並行 してい る。全体の断面は、逆台形 を呈 し、上面幅131m、 深 さ42cmを 計 る。平面形

は、若干湾曲す るが、方位 は概ねN-30°-Eを 示す。西側 の溝 は、緩斜面 をもち、幅36cm、 分離帯 か

らの深 さ8cmを 計 る。西側 の溝分離帯側底面か ら、歯の上面 を西、顎 の先端 を南 に向けた馬 の下顎が出

土 してい る。東側 の溝 は、急斜面 をもち、幅26cm、 分離帯 か らの深 さユ2cmを 計 る。覆土 は、下層か ら

緑灰色砂(38層)、 青灰 色粘 土(37層)、 暗青灰色粘 土(36層)で ある。また本溝 の上面 には、本溝 を踏

襲 した溝が存在(35層 ・青灰色粘土層)し たが、平面で は形態 を成 さず、40層 ・暗オ リー ブ灰色粘 土層

を覆 士 とす る遺構 に削平 され たもの と考 えられた。

42号 溝(第40図)D・E-87・88、D-89グ リッド。43号 溝 に切断 され、41号 溝 ・44号 溝 を切断 して

いる。断面形 は、東側 は矩形 であるが、西側 は緩斜面 を成す 。上面幅1.04m、 深 さ37cmを 計 る。平面形

は、ほぼ直線 を成 し、方位はN-55°-Wを 示す。覆土 は、オ リーブ灰色粘.ヒ(24層)が 下位 に、オ リー

ブ灰色砂(23層)、 赤褐色 シル ト(22層)が 中位 に、灰色 シル ト(21層)、 灰オ リー ブ砂(ユ8層)が 上位

に堆積 してい る。砂 が中心 を成す 。

43号 溝(第40図)D・E-88グ リッ ド。42号 溝 ・44号 溝 を切断 してい る。断面形は、逆 台形 を呈 し、

38号 溝土層

支 粥褐色(10YR3!4)表 ユニ層。特に下位に浅問A火 山灰層を念む。

2灰 色層(5Y411)粘 土層(シ ル ト質),比 較的均質な粘士層。若干

に白色粒、酸化鉄を含む。粘性は強い。

3黒 褐色(25Y311)粘 土層(シ ル ト質)。特に上位に軽石粒を多量に、

酸化鉄を含む.火 山灰層。粘性強い。

4黒 褐色(25YR3!1)粘 土層(シ ル ト質)。3層 の土に似た土が黒斑

状に多量に混じる。酸化鉄、若干に白色粒を含む。3層 に比べ白く

しま り悪く粘性は強い。

5黄 灰色(25Y蝦)粘 土層(シ ル ト質)。3層 の±の似た±が黒斑状

に少量混じり、酸化鉄を含む。粘隆は強い。

6暗 オ リーブ褐色(25Y313)粘 土屡(シ ル ト質)。炭化物を多量に、

地山に起因すると思われる日色粒、酸化鉄を含む。粘性は強硫,

7黄 灰色屡(25Y4/1)地 山に砂闘 習に起因すると思われる臼色を多

く含み、部分的に斑状になり入 り込む。6層 に見られ る炭化物はほ

とんど奮まない。

A・ ・A'

慧
B・

一一 ・B'

圓
0 L=24。500m 4m

目:80

第38図 溝 ⑤38号 ～40号 溝
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C・

〆

・C1

嬰
41号 溝土層

1耕 〔靴i二層、⊇

2灰 色(10Y4!1)粘 土。少量の白色粒、帯状の酸化鉄を含む。

3灰 色(10Y細 蹴.幽 立、軽石粒を多量酒 魏 鉄一 ～2・n・の炭化物を含む・

28青 灰色(10BG5!l!シ ル ト。3～5皿r11の砂質ブ1コックを含む。

3康 灰オ リーブ色(5Y512)シ ル ト。白色粒を多箪に、シル ト土と砂質土が混在する。

32灰 オ リーブ色(5Y512)シ ル ト。白色粒を多量、砂質土を含む。

33暗 青灰色(10BG4荘)粘 土。白色粒を極少量に含む。

34嚇 艶(10BG3!1)粘 土。細碗 を多量、1絶 粒を極蝿 を齪 ・・顧i・ がブ゜ック

状に混 じる。

35育 灰色(5BG5!1)粘 上。 白 色拉 を多 量に含 む。2～4i照 の 砂 質 ブ ロックが混 入す る。

36暗 青灰 色(5BG411)粘 土。 白色粒 を多量 に含む。

37青 灰色(ユOBG5!D粘 ±。2～4mll1の 砂質 ブ ロックが わずか に混 じる。

38緑 灰 色,(7.5GY6!1)砂 。 砂質層 を.基層 と して シル ト層 が混 じる。

39オ リー・ブ灰 色(2.5GY6/1)粘 ニヒ。混 入物 は少な く、極 微量 の白 色粒、2～4皿 且ロ程度 の

砂質 ブ ロ ックを含 む。

40暗 オ 掛 一ブ灰 色、(2.5GY4〆1)粘 土。 白色粒 を多 載に含 む。砂 質ニヒがブ ロ ック 状に混 じ

る。

第39図 溝 ⑥41号 溝 ・E-87ピ ッ ト群

上 面 幅0.80～1.04m、 深 さ82cmを 計 る 。 ほ ぼ 直 線 を 成 し 、 方 位 はN-42°-Eを 示 す.覆 土 は 、 オ リー

ブ 灰 色 粘 土(24層)が 下 位 に 、 青 灰 色 粘 土(27層)、 灰 オ リー ブ シ ル ト(26層)が 中 位 に 、 灰 色 シ ル ト

(25層)が 上 位 に 堆 積 し て い る。

44号 溝(第40図)E-87、D・E-88・89グ リ ッ ド。42号 溝 ・43号 溝 ・45号 溝 に切 断 され て い る.断

面 は 、 皿 状 を 呈 す る 。 幅 は 計 測 で き な い が 、 残 存 部 は1.20mあ り、 深 さ は44cmを 計 る.西 辺 は ほ ぼ 直 線

を 呈 し 、 方 位 はN-4ユ ゜-Wを 示 す 。 覆 土 は 、 灰 色 粘 土(9層)、 青 灰 色 シ ル ト(44層)が 堆 積 す る.

45号 溝(第40図)D・E-89グ リ ッ ド。44号 溝 を切 断 し て い る.断 面 は 、 緩 いU字 形 を 呈 し 、 幅58cm、

深 さ24cmを 計 る 。 ほ ぼ 直 線 を 呈 し、 方 位 はN-42°-Eを 示 す.覆 土 は 、 暗 オ リー ブ 灰 色 粘 土(8層)

49



42号 ～45号 溝土層 0

t

L=25.200m 4rn

1耕1乍 士層。

2灰 色 αOY4〆1)粘 土。少量の白色粒、帯状の酸化鉄を含む豊

3灰 色(10Y4!1)粘 土。 白色粒、軽石粒を多量、酸化鉄を含む.1～2㎜ の

炭化物が混じる。

4オ 掛一ブ黒色(10Y3/1)粘 ±。少量の白色粒、帯状の酸化鉄を含む。

5灰 オリーブ色(5Y512)粘 土。少量の白色粒、酸化鉄が点在する。

6灰 オ リーブ色(5Y5!2)粘 土。酸化鉄が点在 し、少量の細砂粒、極少量の臼

色粒を含む。

7灰 オ リーブ色(5Y5!3)砂 質土とシル ト質土の混在層。混入物は少ない。酸

化鉄が点在する。

8暗 オリーブ灰色(5GY411)粘 ±。少量の白色粒、酸化鉄を含む。わずかに

2ッ3皿mの 粘土塊が含まれる。

9灰 色(7,5Y4!1)粘 二i二。少量の白色粒、1～2曲 の炭化物を含む。

}0灰 オ リーブ色(7.5Y4/2)粘 土。2～4型 轟の砂質ブロックが少量に含まれる。

11暗 オ リーブ灰色(25GY4!1)粘 土。やや砂質である。lmm以 下の砂質粒子を

含む。11層 、12層 の間に細砂粒の層をもつ。

12灰 オ リーブ色(7.5Y4!1)砂 質土。少量の白色粒、粘質土をブロック状に含む。

鴛 灰オリーブ色(5Y5!2)シ ル ト。砂質土が斑状に含まれる。

14灰 色(5Y511)粘 土。混入物が少なく、少量の砂質ブ鴇ックを含む。

15黒 褐色,(2.5Y3!1)粘 土。砂質ブロック、白色粒、少量に炭化物を含む,

16オ リーブ灰色(5GY5!D粘 土。砂質土の中にシル ト質土が含まれる。

17灰 色(7.5Y411)粘 土。微量の雲母、細砂粒を含む。

18灰 オリーブ色(5Y612)砂 質層。問にシル ト質土が含まれる。

19灰 オリーブ色(5Y5〆2)シ ル ト質土と砂質土が混在する,

20灰 オリーブ色(5Y'5〆2)砂 質土の中にシル ト質士がブロック状に見られる。

21灰 色(5Y5!1)シ ル ト。0,5脳 ～/c瓜程度の砂質ブロックを含む。

22赤 褐色(2,5YR4/8>シ ル ト。微砂粒子を多量に含む。

23オ リー一ブ灰色(2.5GY6!1)砂 質層。酸化鉄を少量に含む。

24オ リーブ灰色(2.5GY61D粘 土。O.5皿 田～1c血程度のシル トブロックを含

む。

25灰 色(7、5Y5〆1)シ ル ト。少量の白色粒、酸化鉄を含む。

第40図 溝⑦

h:80

26灰 オリーブ色(5Y512>シ ル ト、砂質土が混 じる。

27青 灰色(10BG5〆1)粘 土。砂質ブロックを斑状に混 じる。

28青 灰色(10BG511)シ ル ト。3～5皿mの 砂質ブロックが混 じる.

29青 灰色(10BG5/1)粘 土。少量の白色粒を含む。砂質土が混じる。

30オ リーブ灰亀(10Y6!2)粘 土。多量の白色粒、シル ト質土と砂質土が混在

する。

31灰 オ リーブ色(5Y5!2)粘 土。多量の白色粒、シル ト質土と砂質土が混在す

る。

32灰 オリーブ色(5Y512)粘 土。やや多貴の白色粒、シル ト質土と砂質土が混

在する。

33暗 青灰色(10GB4〆1)粘 土。白色粒を少量に含む。

34暗 青灰色(10BG3!1)粘 土。多量の細砂粒、極少量の白色粒 を含む。砂質:ヒを

ブロック状に混 じる。

35青 灰色(5BG5/1)粘 土。多量の白色粒、わずかに2～4mmの 砂質士ブロック

が混 じる。

36暗 青灰色(5BG4/1)粘 土。白色粒を多量に含む。

37青 灰色(工OBG5!1)粘 士。2～4齪 の砂質ブ薫ックがわずかに混じる。

38緑 灰色(7.5GY6!1>砂 質層を基層としてシル ト層が混 じる。

39オ リーブ灰色(2,5GY61})半1看 土。混入物は少なく、2～4皿m程 度の砂質プ

ロソク極微量の白色粒を含む。

40暗 オリーブ灰色(2,5GY411)粘 土。やや多量に白色粒、砂質ニヒがプロソ'

状に混 じる,,

41暗 青灰色(10GB4〆 ユ)粘土。少量の白色粒を含む。

42灰 色(7,5Y4!1)粘 土。白色粒、軽石を多量に含む。

43暗 オリーブ・色(5GY4!1)粘 土。少量の触色粒、砂質土がブロック状に混 じる。

44青 灰色(10BG5!Dシ ル ト。

42号 ～45号 溝 、E-88ピ ッ ト群

で あ る 。

46号 溝(第41図)D・E-90グ リ ッ ド。 断 面 は 、 底 面 付 近 で は 矩 形 を 呈 し、 上 面 に 向 け て 朝 顔 花 形 に広

が る 。 上 面 幅84cm、 深 さ42cmを 計 る 。 ほ ぼ 直 線 を 成 し 、 方 位 はN-52°-Eを 示 す 。 覆 土 は 、 暗 オ リ～

ブ 灰 色 粘 土 で あ り、45号 溝 と共 通 す る 。

47号 ・48号 溝(第41図)D・E-91グ リ ッ ド。 断 面 は 、 共 にU字 形 を 呈 す る 。47号 溝 は 、 幅98cm、

深 さ38cmを 計 る.ほ ぼ 直 線 を 成 し 、 方 位 はN～30°-Eを 示 す 。48号 溝 は 、 幅54cm 、 深 さ26cmを 計
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46号 溝

@

B

十

E-90

＼

47号 ・48号1黄 土 層

1暗 灰黄色(2.5Y4〆2)表 ±二層。

2灰 オリーブ色(5Y4/2)浅 聞A軽 石層。軽石粒を多量に含む。

3黄 灰色(2,5Y5!1)粘 土層、軽石粒 を中量に、炭化物を少量に含む。

4黄 灰色(2.5Y4/1)粘 土層。軽石粒を多量に含む。3層 よりも黒色

である。

5オ リーブ黒色(5Y3/1)シ ル ト層。地出の砂質層に起因すると思わ

れる白色塊を多量に、白色軽石粒も少量に、炭化物を部分的に含む。

6黄 灰色(2,5Y4!1)粘 土層(シ ル ト質)。全体的に地山の砂質層に起

因すると思われる白色部斑点状に、黒色粒、炭化物を含む。5層 よ

り孝占質力曳弓垂気レ、。

76層 と類似しているが炭化物は見られない。シル ト塊を若千含む。

8暗 灰黄色(2.5Y412)シ ル ト層(粘 土質)。シル トに水分が加わり粘

質化したと思われる。

十

E-96

B・母 ・8'

感

49号 溝
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B・ 一 一一一一 ・B'C・
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・αD・
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霧

・E'F・ 一 一 ・F'

霧 霧

49号 溝土層

1表 土、耕作土。

2灰 色(7,5Y6/1>シ ル ト。暗褐色(7.5YR3/4)粘 土ブロック、浅間A軽 石粒を多量に含む。

3暗 灰黄色(2.5Y4/2)シ ル ト層。マンガン粒 を多量に含む。

42層 を基盤層 とし黒褐色ブロックを主体的に含む。緻密な層で軽石粒を多量に、シル ト粒を少量に、

炭化物を若千に含む。

5暗 灰黄色(2.5Y412)シ ル ト層(粘 土質)。 黒褐色(2.5Y3!2)プ ロッ久 酸化鉄粒、マンガン粒、

軽石粒を多彙に、シル ト粒を中量に、炭化物粒 を微量に含む。暗灰黄色(2,5Y4!2)粘:ヒ 小ブロック

も含む。

6黒 褐色(2.5Y312)シ ル ト層。5層 に似るが若干暗色。炭化物を多量に、マンガン粒を中量に含み軽

石粒はほぼ無し。 シル ト粒 を多量に含み特に下位では小ブロック状に含まれる。

第41図 溝⑧46号 ～49号 溝 、
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一～ .
5号 竪 穴

OL=25.400m4m
-=:ゴ========ゴ1;80

50号 ・51号 溝 土層

1褒 土、耕 作 上。

2灰 色,(7、5Y61i)シ ル ト。暗褐 色(7.5YR3!4>粘 土 ブ ロック、 浅間A軽 石粒 を多量

に 含む,

3暗 青灰 色(5B319ブ ロ ック を主 体に浅間A軽 石粒、2層 ブロ ック を含 む。

4暗 灰 黄 色(2.5Y4!2)粘 土層(シ ル ト質)。 中量の軽 石粒 、マ ンガ ン粒 を少 量、 小礫 、

炭化 物 を微 量 に含 む。

5黄 灰 色(2,5Y411)粘 土 層(シ ル ト質).多 量 のマ ンガ ンを粒斑状 に 、中量 の軽 石粒

を含 む.

6暗 灰 黄 色(2.5Y412>粘 土層(シ ル ト質).中 量の軽 石粒 、マ ンガ ン粒 、炭 化物 を微

量 に含む。

72層 を基盤 に 黒褐 色(2.5Y3!2)ブ ロ ックを主体 的 とした粘 土層(シ ル ト質)。 軽 石

粒 を多量 に、炭 化物粒 を少量 に含む。

8黄 灰 色(2.5Y4!1)粘 ヒ層(シ ル ト質〉。 軽石粒 、炭 化物 を微量 に含む 。

9黒 褐 色 ⊂2.5Y3!1)シ ル ト層(粘 土 質)。 シル ト粒、 黒褐 色(2.5Y312)小 ブ ロッ

ク を多量 に、軽 石粒 を含 む。

10黄 灰 色(2乃Y4〆})シ ル ト層(粘 二1:質〉。7層 プ ロ ソク、下層 に起因 す る砂プ ロ ッ久

多壷 に軽石粒 を含む。

117層 に シル ト粒 を含む こ とか ら区別 され る。 黄灰 色(2、5Y4!1)シ ル ト層(粘 土 質)。

12オ リ… ブ黒 色(5Y3!ユ)粒 子 の粗い 砂に よる砂層 。

13黄 灰 色(2.5Y4!1)シ ル ト層(粘 土質)。 軽石 粒、 シル ト粒 を 多量 に、炭 化物 を少量

に含む 。黒 褐色 プロ ソク をあま り含 まない。

鳳 黒褐 色(2.5Y311)粘 土 質中 に暗 オ リー ブ(5Y4!3)シ ル ト質 土が混 じるジル ト層

(粘 土質)。37層10層 が混 じりあ う。

15黄 灰 色(2,5Y41]〉 粒 子 の粗 い砂 によ る砂 層。酸 化 してい る。

16・17暗 オ リーブ褐 苗、(2.5Y3〆3)純 砂層 。

18褐 色(10YR416)砂 。 酸化 してい る。

19黒 褐 色(2.5Y3!2)シ ル ト層(粘 土 質)。 シル ト粒 ・小ブ ロ ック、炭化 物 を微量 に含

む 。21層 よ り均 質に 見 える。

20オ リーブ 黒・色(5Y312)砂 。

21黒 褐 色(2.5Y312)シ ル ト層(粘 土質)。23層 の ブロ ックを部分 的 に含み 、マ ンガ ン

粒 を若干 含む。 粘性 は強 い。

22灰 オ リー ブ色(5Y4!2)シ ル ト層 。21層 に1司じだが よ り23層 ブ ロ ックを多 く含む。

23灰 オ リーブ 色(5Y4!2)シ ル ト層、2ユ 層 をブ ロ ック状 に含 む。

24オ 「」一 ブ黒 色、(5Y311)粘 土質 シル ト層。23層 が水 を含み 粘質 を強 く した もの と

考え らオ「しる。

25灰 黄褐 色(10YR4!2)粘 土層。 浅間A火 山灰 層の中 に大 きい プロ ソクを多 量に含 む。

26黄 灰 色(2、5Y4!ユ)軽 石粒 、小 石を含 む。 マンガ ン粒 を含む 層の 中に下 層に起 因す る

と思 われ る黒色塊 が入 り込 んでい る。

27褐 灰 色(10YR411)シ ル ト層。 多量 にマ ンガ ン粒 、軽 石粒 、 シル ト粒 、微量 に炭化

物 を含 む。

28黄 灰 色(2.5Y411)シ ル ト層。 黒褐 色ブ ロック、 砂粒 、中量 にシル ト粒 を含 む。

29黄 灰 色(2、5Y411)シ ル ト層(粘 土質)。11眉 ブ ロ ックを多 く含 み 、28層 とi司一

と思 われ る。

30黄 灰 色(2.5Y4!D粒 子 の大き な砂 による砂 層。31層 に似 るが り若干 シル ト質、

32層 ブ ロック を含む、,

31黄 灰 色(2.5Y411)粒 子 の大き な砂に よる砂 層。

32暗 灰 黄色(2.5Y4!2)シ ル ト層。 黒褐 色(2.5Y3/1)粘 士 質プ ロ シクを少 量に含 む。

33黒 褐 色(10YR3、'1>シ ル ト層(粘 土 質〉。 部分 的に砂 質 ブロ ック、 シル ト粒 、炭 化

物粒 を含 む。

34黒 褐色(10YR3!2)シ ル ト層(粘 土質)。 シル ト粒、マンガン粒、少量に炭化物を

含む。

35オ リ…ブ褐色(2,5Y3〆3)粘 土層(シ ル ト質)。下位を中心にシル トプロッ久 中量

の白色軽石粒、マンガン粒を含む。縦に酸化鉄による変色部分が入る。

36黒 褐色(2.5Y31D粘 ±層(シ ル ト質)。 シル ト塊は若干入るが比較的均質である。

37砂 質層。地山と同一.層と思われるがより黄色味の強い暗オ リーブ色(5Y413)で 少量

の黒褐色(2.5Y31Dブ ロックを含む。

382層 に黒褐色(2,5Y3/2)ブ ロック、軽石粒を含む。土器底部がある。

39黒 褐色(10YR3!2)粘 土質。 白色軽石粒、マンガン粒 を含む,

40灰 色(N41)シ ル ト。41層 を粒状に、また白色軽石粒を含む。

41緑 灰色(10GY6!1)シ ル ト。暗灰色(N31>シ ル ト粒 ・ブロックを含む。

42灰 色(5Y411)シ ル ト層(砂 質)。13層 中に砂ブロックが多く入 り込む。

43黒 褐色(2.5Y3!2)シ ル ト層(粘 土質)。21層 と同一層。21層 中に砂、37層 を

少量含む。21層 の末端 と思われる。

44オ リーブ黒色(5Y311)シ ル ト層(粘 土質)。24層 に似るが白色のシル ト粒、小礫

を少量に含む。

第42図 溝 ⑨50号 ・51号 溝 、15号 土 坑
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る。 ほぼ直線 を成 し、方位 はN-48°-Eを 示す 。覆土 は、両溝 とも黄灰色 シル ト質粘 土(6層 ・7層)

で あ り、僅 かに炭化物 の有無が異な るのみである。

49号 溝(第41図)D・E-94・95グ リッ ド。断面形 は、底面か ら43cmの 高 さまでは矩形 を呈す る。上

面 は、西側 が朝顔花状 に広 がるものの、東側 は凹凸の激 しい段 を成す。上面幅1.58m、 深 さ58cmを 計

る。 ほぼ直線 を成 し、方位 はN-23°-Eを 示す。覆土 は、東側 か らの流入であ り、下位 に炭化物 を多

量 に含む黒褐色 シル ト(6層)、 上位 に酸化鉄 ・マ ンガン粒 ・軽石粒 を多量 に含 む暗灰黄色 シル ト(5

層)が 堆積 している。

50号 溝(第42図 ・44図)D-97、D・E-98、E-99グ リッ ド。51号 溝及 び5号 竪穴 を切 断 している。

断面は、V字 形 を呈す る。上 面幅/.14m、 深 さ80cmを 計 る。上端は凹凸が激 しいが、全体 ではほぼ直線

を成 し、方位 はN-84Q-Wを 示す。覆 土の主体 は、砂 層(10層 ・12層 ・15層 ・16層 ・17層 ・18層 ・20

層 ・37層 ・42層)で あ り、上位層(9層 ・10層)は 軽石粒 を多量 に含む。遺物は、砂層 中(15層 ・16

層 ・17層 ・18層)か ら、須恵器圷(1・2)、 須恵器 高台椀(3)、 須恵器甕(4・5・6・7)、 灰紬

長 頸壷(8・9)、 灰紬高台壷(ユ0)が 出土 している。

51号 溝(第42図)D・E-98・99グ リッ ド。50号 溝 に切断 されているが、5号 竪穴 を切 断 している。断

面は、緩いV字 形 を呈す る。平面形 は、方位 がN-88°-Eか らN-58°-Eへ と、逆 くの字型 に屈曲す

る。幅82cm、 深 さ44cmを 計 る。覆土 は、下位 に黒褐色 シル ト質粘 土(36層)、 中位 に軽石粒 ・マ ンガ ン

粒 を含 むオ リー ブ褐色シル ト質粘 土(35層)、 上位 に多量 の軽石粒 ・マ ンガ ン粒 を含 む褐灰色 シル ト(27

層)が 堆積 してい る。

52号 溝(第31図)D-110グ リッ ド。E-109ピ ッ ト群の西 ピッ トを削平 してい る。底 は、平坦面 を成

す。幅1。05m、 深 さ15crnを 計 る。やや東 に脹 らみ をもつが、概 ね直線 を呈 し、方位 はN-26°-Wを 示

す.覆 土 は、軽石粒 を含 む黒褐色粘土 ・緑灰色 シル ト ・炭化物粒 を含む灰色粘土の混在層で ある。

53号 溝(第43図)D-114グ リッ ド。断面 は、二段 の逆台形 を成 し、上端幅1.08m、 段 幅52cmを 計
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第23表1号 溝出土遺物観察表(第44図)

Nα 器 種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 】 色 調1残 存率
ヨ

備 考

1 須恵器 ・蓋 (16.0) 　 一 ① ②
[

灰1口 縁 部1/8 口辺部吸炭

第24表4号 溝出土遺物観察表(第44図)

Nα 器 種 口径 器高 底径 胎 士 焼成 色 調 残存率 備 考

1 須恵羅 ・蓋 (26.2) 一 一 ①⑤⑥ ① 灰 口縁部1/8 一部吸炭

2 須 恵器 ・圷 (11,2) (3.5) (5.4) ①⑤⑥ ② 灰 ユ/4 口辺一部吸炭

第25表6号 溝出土遺物観察表(第44図)

Nα 器 種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 須 恵器 ・圷 (11.0) 3.5 ①⑤⑥② ① 青灰 1/3

2 須 恵器 ・圷 　 … (6.6) ①⑤⑥ ① 青灰 底 部2/5 外面一部吸炭

3 寸二師 器 ・圷 (12.2) 2.5 (9,4) ①②③④⑥ ② 燈 口縁部1/4

4 土師器 ・圷 (1α8)
一一 ④⑥②① ② 明赤褐 口縁部▽6

第26表32号 溝出土遺物観察表(第44図)
5

No 器 種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 陶器 ・椀 (14。0)
一一

陶土 ① 浅黄 口縁部1/8 内外面共粕

2 陶器 ・天 目椀 … 1.5 4.3 陶土 ③ 浅黄機 底 のみ 内面のみ鉄紬が残る

第27表41号 溝出土遺物観察表(第44図)
No

1

器 種

馬r歯

口径 器高 底径 胎i一 焼成 色 調 残存率 備 考

下顎

第28表50号 溝出土遺物観察表(第44図)

Nα 器 種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 嚇 率1備 考

1 須恵器 ・圷 一一 　 (6,3) ①⑥②④ ② 灰 底部1/5

2 須恵器 ・圷 一 　 (7.0) ⑤①②⑥ ② 灰 白 底部ユ/4 表面剥離

3 須恵器 ・高台椀 (14.5) 5.9 7.6 ⑥①②④ ② 灰 1/3

4 須恵器 ・甕 (37.0) 一 一 ⑤①②⑥③ ① 黄灰 口縁 部1/8

5 須恵器 ・甕 一 ②①⑥ ① 青灰 破片

で 須恵器 ・甕 　 ①②⑧⑤⑥ ① 灰 破片 内面にぶい榿色

7 須恵器 ・甕 一一 ⑤②③ ① 灰黄 破片 内面にぶ い燈色。6と 同一個 体

8 灰紬 ・長頸壺 　 一 一一 ① ② 灰 破片 外面彩

9 灰紬 ・長頸壷 1一 皿
① ① 灰 破片 外面一部粧

10 灰紬 ・高 台壼
1-1 (14.0) ②①⑥ ① 灰 高台部1/2 底部内蒔灰紬

る。深 さは、段 までが20cm、 全体 で36cmを 計 る。ほぼ直線 を成 し、方位 はN-1°-Eを 示 す。覆土 は、

上位が52号 溝覆土 と同一であ り、下位が暗青色粘土 ・灰色粘土 ・緑灰色 シル トの混在層 である。

54号 溝(第43図)Dd14・U5グ リッ ド。底面 に凹凸がみ られ るが、概ね逆台形 を呈す る。幅1.82m、

深 さ26cmを 計 る。方位 はN-15°-Eを 示す。東辺 の一部 はピッ ト状 を呈す るが、覆 土に変化 はな く、

溝の構造 の一部 と判 断 され た。覆 土は、 暗青灰色粘 土であ る。

55号 溝(第43図)D-116グ リッ ド。断面は、逆 台形 を成すが、東が深 く、西が浅い傾 向を示す。平面

形態は安定せ ず、小 さく蛇行す る。幅22～60cm、 深 さ18cm前 後 を計 る。方位 は安定 しないが、概ねN

-34°-Wを 示す。覆 土は、暗青灰 色粘 土及 びマ ンガ ン粒 ・炭化物粒 の混在 す る青灰色粘土であ る。

56号 溝(第43図)D-116・U7グ リッ ド。断面は、概 ね逆台形 を成 すが、西が深 く、東 が浅い傾向 を

示す。平面形態 は安定せず、小 さく蛇行す る。幅24～38cm、 深 さ16cm前 後 を計 る。方位 は安定 しない

が、概ねN-36°-Wを 示す。覆 七は、55号 溝 と同一 であ り、形態 ・方位等 もほぼ一致す ることか ら、両

溝の性格 の同一性 が窺 える。
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E井 戸 跡 井戸跡 は、㎜ 区D-104グ リッ ドで1基 検 出されてい る。

1号 井戸跡(第45図)13号 ・14号 ・15号住 居跡 を切 断 してい る。南西側1/3が 調査 され たに過 ぎず、

大半 は北側 未調査 区に入 っている。上面 は円形 を呈 し、現況 で2、24mを 計 り、本来 は径2.40mほ どの規

模 をもつ もの と思われ る。断面 は播鉢状 を呈 し、深 さ79cmを 計 る。井筒部分 は、現況 で90cmを 計 るが、

本来 は径1.00mほ どの規模 をもつもの と思われ る。全体 で漏斗形 を呈する。 しか し、井筒部 分調査 中に

壁 土の崩落が生 じたため、調査 を中止せ ざるを得なかった。そのため、詳細 は不 明で ある。上面 は、西

側 で14号 ・15号 住居跡覆 土(7層)上 面 か ら、東側 では13号 住居跡覆土上位 層(15層)上 面 か ら掘 り

込まれ ている。覆土 は、投入土の様相 を示 し、全体 に浅間A軽 石粒 が多量に含 まれ てい る。
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F畠 跡 畠跡 は、B・C・D-2、D-3・4グ リッ ドで検 出されてお り、1区 全域 に及 ぶ・畝数

18を 数 える。畝の方向性 か ら、畝数5(東)・8(中)・5(西)の グルー プに区分 され、概ねB・C・D

-2グ リッ ド、D-3グ リッ ド、D-4グ リッ ドにそれぞれが位 置す る。方位 は、東 のグループがN-38°

-E 、中の グル ープがN-26°-E、 西 のグルー プがN-20°-Eを 示す。東 のグループは、やや蛇行 し、

畝幅 ・畝合幅 が約40cmを 基本 として ほぼ一致 し、 それ よ りも広い部分 が多い ことを特色 としてい る。畝

合 の深 さは、10cm前 後 である。中の グルー プは、東半分がやや蛇行 し、畝幅の基本が約30Cln、 畝合幅

の基本が約40Clnと して、畝幅が畝合幅 よ りも狭 いこ とを特色 としている。 また西端 では、2本 の畝合 が

合 同 している部分 もみ られ る。畝合 の深 さは、20cm前 後で あ り、3グ ル ープの中で最 も深い。西の グ

ル ープは、畝幅 の基本が約40cm、 畝合幅 の基本が約30cmと して、畝幅 が畝合幅 よ りも広 い ことを特色

としている。 畝合 の深 さは、10cm前 後 である。畝合の覆 土は、多量の酸化鉄粒 ・灰色シル ト・黄灰色シ

ル トを含 む黒 褐色 シル ト(10層)、 多量 の酸化鉄粒 を含む灰 色シル ト(12層)を 基本 として、特 に東の

グル ー プで は、多量 の酸化鉄粒 ・少量 の礫 を含 む黒褐色 シル ト(7層)が 堆積す る部分 もみ られ る。7

層は、畝上面 に及 び、同位 には、軽石粒 を含み酸化鉄の沈着す る黄灰色シル ト(6層)が 堆積 してい る。

1表 土、耕作土。

2灰 色(7、5Y6mシ ル ト。暗褐色(7,5YR314>粘 土ブロック、浅間

A軽 石粒を多量に含む。

3暗 褐色(7,5YR3!4)粘 土ブロック層。部分的に2層 ブコックを含

む。

4灰 色(N5の シル ト。浅間A軽 石粒、小礫を多量に含む。

5黄 灰色(2,5Y4!1)粘 上。浅間A軽 石粒、礫 、木片を含む.

65層 がふかふかした状態を呈する。

714号 、15号 住居第3層

8暗 青灰色(5BG3!1)粘 土粒、黄褐色(10YR5/6)粘 土粒、マンガ

ン粒の混在層。 白色軽石粒を含む。

9灰 色(N4!)粘 一ヒ。黄褐色(10YR516)粘 土粒、マンガン粒がぽ

ぽ同じ割合で混在する。土器片を含む。

109層 と同一構成であるが炭化物の含有率が高い。

119層 と同一構成であるがそれぞれがブロック状を呈し炭化物の含

有率が高い。

12灰 色(N5!)シ ル トに炭化物を霜降り状に含む。帖 り床の可能性

が高い。

13カ マ ド内灰層。最上面に炭化物層、焼土小ブロックを含む.

通 カマ ド内灰層。上、下面に炭化物層、焼土大ブロックを含む。

15灰 色(N6!)粘 ニヒ。小礫を多彙、白色軽石粒を少量に含む.

16に ぶい赤褐色(25YR414)粘 土。灰色 〔N41)粘 土、緑灰色(」OGY

61Dシ ル トの混在層。土器片を多量に含む。

17暗 灰色(N31)を 主体して緑灰色(10GY6!1)シ ル ト粒 ・ブロッ

ク、炭化材粒、土器片を多量に含む。

17層 と同一の構成であるが緑灰色シル トが主体となる。
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畠跡土層

1オ リーブ黒色(5Y3!1)粘 土。やや 多量の酸化鉄 、少量の2層 を含 む。

2黒 褐色(2.5Y3/1)粘 土。やや多 量の酸化 鉄、灰 色(5Y4/1)粘 土 ブロ ック、にぶ

い黄褐色(10YR513)火 山灰 を含む。

3黒 褐色(2.5Y311)粘 土。1やや 多量の酸化鉄、灰色(5Y4!1)粘 土ブロ ック、少量

のにぶい黄褐色(10YR513)火 山灰 を含む。

4黄 灰色(2,5Y4/1)粘 土。や や多量の酸化鉄、2層 を含 む。

5暗 灰黄 色(2.5Y4〆2)粘 土。 やや多量の酸化鉄、微量の2層 を含む。

6黄 灰色(2.5Y4!1)シ ル ト。やや多量 の酸化 鉄、下層 に酸 化鉄が沈着 、火山灰

が堆積す る。

7黒 褐色(2.5Y311)シ ル ト。 多量の酸化鉄、少 量の黒褐色(2.5Y312)粘 土ブ ロッ

ク、微量 の礫 を含 む。

87層 と同一。

910層 と同一。

10黒 褐 色(2.5Y3/1)シ ル ト。多 量の酸化鉄 、やや 多量 の灰 色(5Y4!1)・ 黄灰 色

(2.5Y411)シ ル トを含む。

11灰 色(5Y4!1)シ ル ト。少 量の酸化鉄、微量の7層 を含む。

12灰 色(5Y4/1)シ ル ト。 多量の酸化鉄 を含む。

十
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l
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Gそ の 他 の 遺 構 ・遺 物

1号 不明遺構(第37図)37号 溝 を取 り囲む よ うに、底面 に大 きな起伏 が連続す る土坑状遺構 である。全

体規模 等 は不明であ るが、最 も大 きな穴は、40・100cm、 深 さ40Clnを 計 る。覆 土はオ リー ブ黒色粘 土で

あ り、37号 溝覆土 と近似す るが、やや シル ト化 しているため、37号 溝 と区別 したものである。

遺構外 出土遺物(第47図)内 黒高台椀(1)は 、H区E-25グ リッ ド、2号 竪穴外覆土 中か ら出土 し

ている。須恵器圷(2)灰 紬皿(4)は 、H区E-30グ リッ ド、2号 ・3号 住居跡外覆土 中か ら出土 し

ている。須恵器圷(3)は 、H区E-32グ リッ ドか らの出土で ある。須恵器転用紡錘車(5)は 、圷底

部 の周辺部 を円形 に加 工 し、中央部 に径7～8㎜ の孔 を穿 った ものであ り、須 恵器 高台椀(6)同 圷

(7)と 共 に、 皿区E-35グ リッ ド、7号 住居跡 ・8号 土坑付近覆 土中か ら出土 している。灯 明皿(8)

はIV区E-52グ リッ ド、表土下か らの出土 である。9・10は いずれ も表土 中か らの出土であ る。
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第29表 遺構外出土遺物観察表(第47図)
Nα 器 種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存率 備 考1

1 内黒 ・高台椀 一 5.5 ④①②⑥ ② 赤褐 底部のみ E-251
ミ

2 須 恵器 ・圷 鳳一一 一 (6,2) ①⑥⑤②④ ① 灰 底部1/3 E-30

3 須恵 器 ・圷 一 一1　 (7,0) ①②⑤ ① 灰 白 底部1/3 E-32

4 灰紬 ・皿 一 (8.4) 陶土 ② 灰 白 底部1/6 内面輪 禿。高台部無紬。E-30

5 須恵器圷転用紡錘車 径7ユ 孔径L1厚 さα7 ①⑥ ② 灰 底部のみ 焼成後穿孔。E-35

6 須 恵質 ・高台椀 而　 一 ヨ (72) ①②④⑥ ③ にぶい黄燈 底部一部 欠 外面吸炭。E-35

7 須 恵器 ・圷 一 曲 酌 5.6 ①②③⑥ ③ 明赤褐 底 部4/5 E-35

8 土師質 ・灯明工狙 6.4 2.3 3.2 ②④③ ② 浅黄掩 完形 油煙付着。E-52

9 土師器 ・圷 一 一一 6.1 ②④①③⑥ ② にぶい榿 底部のみ E-60

10 須 恵器 ・圷 一一 一 (6.3) ①②④⑥ ③ 淡黄 底部//8 E-88
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V調 査のま とめ

今 回の調査 は、調査範 囲の幅 が2m前 後 と狭 く、わずかな例 を除いて、大部 分の遺構が部分調査 であっ

た。 しか し、調査範 囲の長 さは東西約576mに 及び、北島遺跡 の北端部 の遺構 の有 り様 ・土地利用 の区

分があ る程度 明確 になったとも言えよ う。 ここでは、各調査 区の遺構 のあ り方 についてみてみる ことと

す る。

<1区>1区 は、全域が畠跡 であった。 畠跡は、全体 の規模 は知 り得なかったが、畝 ・畝合 の方 向性

及び両者 の幅の関連性 か ら、3群 に区分す ることがで きた。東群 は、全体 の方位がN-38°-Eを 示 し、

畝幅 ・畝合幅が約40cmを 基本 としてほぼ一致 してお り、それ よ りも広い部 分が多い ことを特色 としてい

た。畝合 の深 さは、10cm前 後であった。 中群 は、方位 がN-26°-Eを 示 し、畝幅の基本 が約30cm、 畝

合幅の基本 が約40cmと して、畝幅 が畝合幅 よ りも狭 い ことを特色 としていた。畝合の深 さは、3群 の中

で最 も深 く、20cm前 後 であった。西群 は、方位 がN-20°-Eを 示 し、畝幅 の基本が約40cm、 畝合幅の

基本 が約30crnと して、畝幅 が畝合幅 よ りも広 い ことを特色 としていた。畝合 の深 さは、10cm前 後 であっ

た。 この3群 の違いが何 に起 因す るのか不明 であるが、耕作物 の違 いも可能性 としては大 きい とい える

で あろ う。畠跡 の上位 には、断続 的ではあるが、マーブル状 の粘土層 を挟 んで、浅聞B軽 石 が厚 さ3～

5Clnの 純 層で堆積 してい た。

<∬ 区>H区 は、東端 ・E-20グ リッ ドか ら1号 土坑の位 置す るE-23ポ イ ン トまで、遺構 が検 出さ

れていない。また、E-23ポ イ ン ト付近 か らは、東 に向けて基盤層が傾斜 をみせ てい る。本調査 区内で

は僅かな差で あるが、このまま傾斜 を続 けて1区 に至る と考 えられ る。1区 との レベル差 は70cmで ある。

逆 に西 に向けては安 定 した平坦 面(西 端 が若干高 くな る)が み られ、各遺構 が集 中す る。 この中でE-

29ポ イ ン トを境 にして、遺構 の配置 上の区別 がみ られ る。東側で は竪穴(1号 ～3号)、 土坑(1号 ～

5号)、 溝(1号 ～6号)が 集 中す るのに対 して、西側で は、住居跡(1号 ～5号)、 土坑(6号 ・7号)、

ピッ ト群(E-29・31)が 集 中 している。 この地 区でみ られ る溝 は、弧 を描 くもの(3号 ～6号)と 、直

線 を成す もの(1号 ・2号)が あ り、総 じて直線 を成 す溝 が新 しい。竪穴は、長方形 を基本 とした平面

形 を呈 してい る。土坑 は、1号 を別 として、溝 に付随す る形の ものが大部分であった。住居跡 は、4号 ・

5号 は不 明で あるが、1号 ・3号は長方形 を呈 し、東短辺側 にカマ ドを敷設す る形態 を示す と考 えられた。

また2号 住居跡 は、一辺2m前 後 の小型 で、長方形 を呈す る住居跡 であるこ と、床 面上か ら灰 に混 ざっ

て小型 の土錘 が4個 出土 してい ること等 、特異 な例で あることが知れ た。1区 ・畠跡⊥位 に堆積 してい

た浅間B軽 石 純層 は、本 区中央2号 竪穴か ら東端 ・E-20グ リッ ドにか けて連続 して堆積 してい る、つ

ま り浅間B軽 石 純層 は、H区 平坦面の東端 か ら傾斜面、 さらに1区 にかけて堆積 している ことにな る。

〈皿区 〉 皿区基盤 層は、 ∬区よ りもさらに20～30cmほ ど高 くな り、ほぼ平坦面 を成 してい る。調査

区中央 のE-40ポ イ ン トを境 に して、東側 には住居跡(6号 ～12号)、 竪穴(4号)、{:坑(8号 ・9

号)、 溝(7号 ・8号)、 ピッ ト群(E-35)が 集 中 している。西側 は、溝(9号 ～15号)、 近世の溝(16

号)、 近世の土坑(11号 ・12号)が み られ るのみである。 なお、10号 土坑は、一応⊥坑 としたが、覆 土

の状況か ら3号 ～6号 溝 に近似す る溝の端部 と考 えられた。H区 と皿区を合わせ てみる と、住居跡 等の

集落 の中心的な遺構 は、E23～40ポ イ ン ト問、約90m幅 の、高位平坦面に集 中す る とい える。また一

且途絶 えていた浅間B軽 石純層 は、12号 住居跡 か ら4号 竪穴の覆 」±上面 に堆積 していた。
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〈W区>1▽ 区基盤層 は、皿区か らの高位 が連続せず、再び全域 で30～40cmほ ど低 くなる。検 出 され

た遺構 は、溝(17号 ～28号)で あ り、西端 には列 を成す可能性の あるピッ トを含む ピッ ト群(E-59)

があ る。浅 間B軽 石純層 は、27号 溝 と28号 溝の中間 ・P56ポ イン ト付近か ら西で断続的 に堆積 してい

る。その堆積状況 は、E-59ポ イ ン トか ら西2mの 地点で最低位 を示 し、東西両側 に上昇 をみせてい る。

よって、 この地点が小谷 の底 を示 しているもの と考 えられ、基本 土層(第4図)と したものであ る。

<V区>V区 基盤層 は、IV区 か らの低位 を継続す るが、E-66ポ イ ン ト付近 まで上昇 し、西端 ・E-

72ポ イ ン ト付近で は40cmほ ど高 くな り、皿区の高位 を取 り戻 している。結局、IV区 を中心 とした小谷

は、E-47ポ イ ン トか らE-66ポ イン ト付近 までの間、約95mの 幅 をもつ、 と考え られ た。本区で検 出

され た遺構 は溝(29号 ～37号)の みであるが、小谷の西緩斜 面上 では、南西か ら北東 のほぼ同一方位 を

示す29号 ～31号 、平坦面上 では南北行 の33号 ・36号 、南東 か ら北西のほぼ同一方位 を示す32号 ・34号

な どの区別 がみ られた。これ よ り西で は、浅間B軽 石 は含有 されてはいるが、純層では検 出 され てい ない。

<VI区>VI区 基盤層 は、V区 か らの平坦 面 を継続 し、遺構 は、溝(38号 ～48号)、 土坑(13号 ・14

号)、 ピッ ト群(E-77・87・88)が 検出 されている。 ピッ ト群 は、いずれ も小規模 で、溝 に付随す る位

置 に配 され ている。検出 され た溝 の内東端の38号 溝 は、構造 ・覆土 の共通性か ら、V区 に位置す る36号

溝 との関連性 が強い。 また、や は りV区 ・最西端 に位 置す る37号 溝 とは、方位 ・覆土の共通性か ら、 こ

れ も関連性 が強 い とい えるであろ う。41号 溝 は、底 面が2条 に分離 し、構造 ・方位 ・覆 土 ともに、皿区

に位置す る8号 溝 と共通 し、強い関連性 を示 してい る。 この41号 溝底 面か らは、馬下顎が出土 し、水辺

におけ る水乞 祭祀 の強 い可能性 を示 してい る。40号 ・43号 ・45号 ～48号 溝は、41号 溝 と方 向性 をほぼ

一一致 させ てい る。41号 溝 とまった く方 向性 を違 えるのは、42号 ・44号 溝 である。

〈v韮区〉 田 区基盤層 は、VI区 か ら継続 した平坦面が、E-91ポ イ ン トとE-94ポ イ ン トの間で さらに

40cmほ ど高 くな り、そのまま平坦面 を成すが僅 かずつ高 ま り、西端 ・E106ポ イン ト付近 では10cmほ

ど高 くな り、最高位 となる。遺構 は、住居跡(13号 ～16号)、 竪穴(5号)、 溝(49号 ～51号)、 土坑

(15号)、 ピッ ト群(E94)が 検 出 されてい る。50号 溝 は規模 の大 きな溝で、復土の大半が砂 層であ り、

なおかつ強 く酸化 した部 分が多 くみ られ た。 同じ様相 を示す溝 は、VI区 ・42号溝 である。両溝は、方位

もほぼ直交す るものであ り、強い関連性 を示 してい る。この50号 溝 に切断 され規模等 が不明であ るため

竪穴 とした5号 竪穴は、強 固な床 面 をもち、住居跡で あった 日∫能性 が高い。 もし住居跡で あった とす る

と、16号 住居跡 と共 に、本 区最高位 の位 置に、古墳 時代前期 の住居跡が集 中す ることとな る。同様 に、

最高位 には平安時代 の住居跡(13号 ～15号)も 集 中するのである。

〈V皿区〉 ㎜ 区基盤層は、孤 区か らの高位平坦面 を継続 してい るが、E113ポ イ ン ト付近か ら下が り、

西端 ・E-117ポ イ ン ト付近 では10cmほ ど低 くな る。遺構 は、溝(52号 ～56号)、 ヒ坑(16号)、 ピッ ト

群(E-108・109)が 検 出 され ている。高位 平坦面 か ら検出 された2ヵ 所 のピッ ト群 は、 それ ぞれ列を

成 し、掘立列 となる可能性 が高 い。 また、高位平坦面 の端 には、溝(52号 ～54号)が 位置 してい る。

このよ うに、西側最高位 面(㎜ ・町区)に 古墳時代前期 の住居跡、平安時代 の住居 ・掘立列 が位置 し、

東西 の傾斜面 には溝が主体 的に配 されていた。谷部(V卜V1・V・IV区)に は、各種 の溝 が配 され、再

び高位 となった皿 ・H区 では、奈 良時代末か ら平安時代 の住居跡 ・竪穴が位置 している。そ して、最 も

低位 の1区 では、平安時代の畠が存在 していたのである。 こうした地形 と遺構の配置は、過去 の北島遺

跡 の第1・ ＼第5・ 第2・ 第8・ 第20各 地点調査 の成果 を発 展的に裏付 けることができた と思われ る。
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